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鯉，

■

２
第
六
常
置
委
員
会

日
時

昭
和
三
二
、
一
一
、
一
一
一
一
午
後
一
時
’
四
時

場
所

東
京
大
学
大
講
堂
便
殿

出
席
者

各
委
員
、
第
一
常
置
委
員
会
江
国
委
員

欠
席
者
宮
崎
大
学
長

小
林
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会

昭
和
三
十
一
一
年
九
月
十
九
日
開
催
の
当
協
会
役
員
会
に
お
い
て
（
会
報
第
十
一
一
一
号

第
二
十
七
頁
参
照
）
、
国
立
大
学
入
学
試
験
時
期
を
二
期
制
に
す
る
か
一
期
制
に
す
る

か
に
つ
い
て
、
こ
の
委
員
会
が
研
究
調
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
大
学
か
ら
回
答
を

求
め
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
検
討
し
た
。
江
国
委
員
か
ら
、
国
立
大
学
入
試
を
現
行

の
通
り
二
期
制
を
守
る
の
は
弊
害
を
生
じ
、
む
し
ろ
一
期
制
に
す
る
の
が
合
理
的
で

あ
る
と
の
意
見
を
強
調
さ
れ
、
詳
細
説
明
さ
れ
た
。
又
各
委
員
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
意

見
の
交
換
が
あ
り
、
大
学
に
よ
り
特
殊
な
事
情
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら

の
点
も
よ
く
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
明
日
の
第
十
五
回
総
会
に
お
い
て
、
と
の

委
員
会
の
調
査
内
容
等
を
詳
細
報
告
す
る
と
共
に
、
結
論
を
得
る
こ
と
と
し
、
午
後

四
時
散
会
し
た
。

１
第
二
常
置
委
員
会

日
時

昭
和
一
一
一
一
一
、
一
一
、
一
一
一
一
午
後
三
時
’
五
時
三
十
分

場
所

東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者

各
委
員
、
各
専
門
委
員

欠
席
者
北
海
道
大
学
総
長

井
藤
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会

大
学
共
通
の
財
政
諸
問
題
に
関
し
、
各
大
学
か
ら
回
答
を
求
め
た
結
果
に
つ
い
て

｜
、
事
業
報
告

少

lｊ
－

、
、
一

一一兆》一一・

蝿
・
ト
ー
い
工
》

”

３
役
員
会

報
告
す
る
と
共
に
検
討
を
加
え
、
意
見
希
望
等
の
協
議
を
行
っ
た
。

１
教
官
研
究
費
、
研
究
旅
費
の
増
額

２
学
生
経
費
の
増
額

３
大
学
設
備
費
の
増
額

４
防
火
対
策
費
の
増
額

５
北
海
道
地
区
の
石
炭
費
の
増
額

６
在
外
研
究
員
制
度
の
拡
充

７
管
理
職
手
当
の
拡
充

８
教
授
、
助
教
授
に
研
究
職
務
俸
を
支
給
す
る
制
度
新
設

９
大
学
基
準
予
算
の
設
定

Ⅲ
文
部
省
が
大
学
の
新
規
予
算
を
編
成
す
る
場
合
に
は
、
本
協
会
が
参
加
協
議
す

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

ｕ
大
学
財
政
確
立
の
た
め
強
力
な
財
政
専
門
委
員
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。

等
々
に
つ
い
て
、
明
日
の
第
十
五
回
総
会
に
報
告
す
る
と
共
に
、
な
お
、
分
科
会

に
お
い
て
検
討
協
議
要
望
す
る
こ
と
と
し
、
午
後
五
時
三
十
分
散
会
し
た
。

日
時

昭
和
三
二
、
一
一
、
一
四
（
木
）
午
前
十
時

場
所

日
本
学
術
会
議
控
室

議
題

総
会
運
営
に
つ
い
て

出
席
者

会
長
、
各
理
事
、
各
監
事
、
各
委
員
長

森
戸
副
会
長
主
宰
の
下
に
開
会

一
、
第
十
五
回
総
会
の
議
事
に
つ
い
て

副
会
長
か
ら
、
議
事
の
順
序
は
従
来
通
り
、
第
一
日
は
、
⑩
会
務
報
告
、
②
各

常
置
委
員
会
委
員
長
の
報
告
並
び
に
討
議
、
こ
の
間
に
大
学
学
術
局
長
か
ら
前
回

の
総
会
に
お
け
る
決
議
に
基
き
提
出
し
た
要
望
書
並
び
に
意
見
書
に
対
す
る
措
置

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
（
昼
食
休
憩
）
霜
午
後
は
各
常
置
委
員
会
ご
と
に
審
議
、

第
二
日
は
、
各
常
置
委
員
会
委
員
長
の
報
告
並
び
に
審
議
と
す
る
こ
と
と
し
た
い

旨
諮
り
、
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
次
の
議
題
を
附
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
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鱸 ４
第
十
五
回
総
会
議
事
要
録
（
第
一
曰
）

日
時

昭
和
一
一
一
二
、
一
一
、
一
四
（
木
）
午
前
十
時
二
十
分

場
所

日
本
学
術
会
議
講
堂

出
席
者

各
国
立
大
学
長

文
部
省

緒
方
大
学
学
術
局
長
、
西
田
学
生
課
長
〉
蒲
生
庶
務
課
長

（
開
会
前
、
十
時
か
ら
二
十
分
、
会
場
控
室
に
お
い
て
役
員
会
を
開
き
、
総
会
の
運

営
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
）

矢
内
原
会
長
議
長
席
に
つ
き
開
会
を
宣
す
。

一
、
学
長
交
替
に
つ
い
て

会
長
か
ら
前
総
会
以
後
に
お
け
る
学
長
交
替
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
紹
介
が
あ

っ
た
。

Ｈ
科
学
技
術
教
育
振
興
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
は
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
合
委
員
会
に
お
い
て
、

昭
和
三
十
三
年
度
予
算
概
算
作
成
の
た
め
、
そ
の
応
急
対
策
と
し
て
昭
和
一
一
一
十

一
一
年
七
月
十
八
日
、
⑩
科
学
技
術
教
育
振
興
に
対
す
る
意
見
書
、
及
び
回
教
員

養
成
に
お
け
る
科
学
技
術
教
育
の
刷
新
振
興
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
文
部
省
ほ

か
関
係
各
方
面
へ
提
出
し
、
次
い
で
科
学
技
術
教
育
振
興
対
策
の
恒
久
的
問
題

に
つ
い
て
研
究
し
た
が
、
最
終
的
に
は
科
学
技
術
教
育
振
興
を
中
心
と
し
て
国

立
大
学
の
基
本
的
根
本
的
な
長
期
の
は
っ
き
り
し
た
財
政
計
画
を
作
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
調
査
研
究
し
、
調
査
機
関
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
こ
れ
に
要
す
る
経
費
等
に
つ
き
総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

口
入
学
試
験
時
期
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
は
、
第
二
常
置
委
員
会
に
お
い
て
各
大
学
か
ら
意
見
を
徴
し
、

そ
の
資
料
に
基
い
て
検
討
し
た
が
、
大
体
一
一
期
制
を
可
と
す
る
も
、
そ
の
実
施

に
当
り
て
は
、
各
大
学
が
自
由
に
選
択
す
る
よ
う
任
さ
れ
た
い
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
全
然
自
由
と
し
て
は
、
混
乱
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
文
部
省

に
お
い
て
も
各
大
学
の
意
見
を
聞
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
協
会
と
協
議
の
上

調
整
し
て
配
分
す
る
の
は
よ
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
戸
｝
の
問
題
に
つ

い
て
は
総
会
に
附
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

〆
キ
ー

瓢

Ｌｌ

ｌ
轤

一
一、３
前
回
の
総
会
に
お
け
る
決
議
に
基
き
、
要
望
書
及
び
意
見
書
を
文
部
省
そ
の

他
の
関
係
先
に
提
出
し
た
。

（
２
，
３
は
会
報
第
十
三
号
所
載
）

４
本
日
総
会
開
会
前
、
役
員
会
を
開
催
し
て
総
会
の
運
営
に
つ
き
協
議
し
た
。

三
、
前
回
の
総
会
に
お
け
る
決
議
に
基
き
提
出
し
た
要
望
書
及
び
意
見
書
に
対
す
る

文
部
省
の
見
解
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
会
長
か
ら
質
問
が
あ
り
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
要
望
書
及

び
意
見
書
の
趣
旨
に
関
連
し
て
来
年
度
予
算
要
求
を
し
て
い
る
概
要
に
つ
き
、
次

の
通
り
説
明
が
あ
っ
た
。

日
教
職
員
定
員
の
増
加
と
待
遇
改
善
に
つ
い
て

大
学
名

（
新
）

（
旧
）

東
北
大
学

黒
川
利
雄

高
橋
里
美

（
学
長
事
務
取
扱
）

鳥
取
大
学

松
田
漬
勝

下
田
光
造

（
学
長
事
務
取
扱
）

島
根
大
学

原
・
田
虎
男

山
根
新
次

小
樽
商
科
大
学

加
茂
儀
一

大
野
純
一

宮
崎
大
学

甲
斐
三
郎

栗
原
一
男

高
知
大
学

久
保
佐
士
美

阿
部

孝

新
潟
大
学

小
池
敬
事

伊
藤
泰
一

（
学
長
事
務
取
扱
）

帯
広
畜
産
大
学

大
野
勝
治

小
華
和
忠
士

北
海
道
学
芸
大
学

武
田
一
郎

田
所
哲
太
郎

》
会
務
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
次
の
通
り
報
告
が
あ
っ
た
。

１
前
回
の
総
会
以
後
、
七
月
十
一
日
、
九
月
十
八
日
の
両
日
に
科
学
技
術
教
育

振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
、
九
月
十
九
日
に
第
一
常
置
委
員
会
、
十
一
月
十

一
一
一
日
に
第
二
、
第
六
常
置
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
議
事
に
つ
い
て
は

後
刻
当
該
委
員
会
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
る
こ
と
と
思
う
。

２
九
月
十
九
日
に
役
員
会
を
開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ
き
審
議
し
た
。

日
第
十
五
回
総
会
の
開
催
期
日
並
び
に
議
題
に
つ
い
て

。
そ
の
他
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と聯
￣

、

Ⅲ
教
官
、
補
助
職
員
、
管
理
職
員
の
増
加
に
つ
い
て

講
座
制
、
学
科
目
制
を
問
わ
ず
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
重
点
を
置
い
て

要
求
し
て
い
る
。
特
に
実
験
実
習
補
助
職
員
の
増
加
は
、
科
学
技
術
教
育
振

興
と
関
連
が
あ
る
の
で
強
く
要
求
し
、
今
後
も
大
蔵
省
と
折
衝
す
る
。

②
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

来
年
度
の
要
求
と
し
て
、
講
座
担
当
の
教
授
、
助
教
授
に
対
し
、
教
授
に

つ
い
て
は
二
号
棒
、
助
教
授
に
つ
い
て
は
一
号
棒
そ
れ
ぞ
れ
調
整
号
俸
を
つ

け
る
案
を
つ
く
り
、
大
蔵
省
と
折
衝
中
で
あ
る
。

③
在
外
研
究
員
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

本
年
度
は
一
億
円
で
あ
る
が
、
来
年
度
は
二
億
七
千
万
円
を
要
求
し
て
い

る
。

目
教
育
、
研
究
施
設
の
拡
充
と
整
備
に
つ
い
て

⑪
教
室
、
研
究
室
等
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

文
教
施
設
に
つ
い
て
は
、
緊
急
五
ケ
年
計
画
を
つ
く
り
、
五
年
で
そ
の
整

備
を
計
る
た
め
に
、
来
年
度
は
本
年
度
の
倍
額
五
十
七
億
円
を
要
求
し
て
い

る
。

②
学
寮
、
学
生
会
館
等
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

来
年
度
は
本
年
度
の
約
二
倍
半
の
予
算
を
要
求
し
て
い
る
。

③
設
備
の
更
新
と
整
備
に
つ
い
て

実
験
実
習
施
設
に
つ
き
、
既
設
設
備
の
更
新
費
と
新
設
学
部
及
び
学
科
の

設
備
の
整
備
費
を
要
求
し
て
い
る
。

目
教
育
費
、
研
究
費
等
の
増
額
に
つ
い
て

⑩
教
官
研
究
費
（
講
座
研
究
費
）
に
つ
い
て

教
官
研
究
費
に
つ
い
て
は
本
年
度
の
五
割
増
、
大
学
院
莚
置
く
大
学
の
講

座
研
究
費
に
つ
い
て
は
本
年
度
の
三
倍
を
来
年
度
予
算
に
お
い
て
要
求
し
て

い
る
。

②
教
官
研
究
旅
費
、
学
生
実
地
指
導
旅
費
に
つ
い
て

来
年
度
は
本
年
度
の
約
三
倍
強
を
要
求
し
て
い
る
。

③
専
任
講
師
の
研
究
費
に
つ
い
て

本
年
度
予
算
に
お
い
て
新
た
に
要
求
し
て
い
る
。

凶
学
生
経
費
特
に
大
学
院
学
生
経
費
に
つ
い
て
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右
の
増
額
も
要
求
し
て
い
る
が
、
特
に
大
学
院
学
生
経
費
は
学
部
学
生
経

費
の
二
倍
を
要
求
し
て
い
る
。

⑤
図
書
購
入
費
に
つ
い
て

右
の
増
額
に
つ
い
て
も
極
力
趣
旨
の
実
現
に
努
力
し
て
い
る
。

㈲
学
生
部
の
強
化
と
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
は
、
学
徒
厚
生
審
議
会
で
審
議
中
な
の
で
、
そ
の
答
申
に
よ
り

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑥
学
生
健
康
保
険
に
つ
い
て

私
立
大
学
の
意
見
を
調
整
し
た
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
来
年
度
か
ら

国
の
制
度
と
し
て
学
生
健
康
保
険
を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
で
来
年
度
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
各
大
学
で
任
意
に
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
事
務
費
の
補
助
を
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
予
算
を
学
徒
援
護
会
の

予
算
に
組
ん
で
あ
る
。

㈹
教
員
養
成
制
度
に
つ
い
て

教
員
養
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
総
会
以
後
今
日
ま
で
中
央
教
育
審
議

会
で
検
討
願
っ
て
い
る
。
国
立
大
学
協
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
は
十
分
に
尊

重
し
、
特
に
協
会
か
ら
審
議
会
の
委
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
審
議
願
っ
て

い
る
。
し
か
し
結
論
が
出
る
ま
で
に
は
相
当
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

⑥
科
学
技
術
教
育
振
興
に
つ
い
て

⑪
来
年
度
予
算
と
し
て
理
工
系
学
生
の
定
員
を
、
既
設
の
学
部
学
科
の
定
員

増
加
と
学
部
学
科
の
新
設
と
に
よ
り
、
千
九
百
名
増
加
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
右
の
い
ず
れ
に
よ
り
増
加
す
る
場
合
に
も
、
教
官
特
に
助
手
、
並
び

に
技
官
そ
の
他
、
補
助
職
員
の
増
員
、
教
育
研
究
設
備
、
建
物
施
設
等
に
つ

い
て
充
実
整
備
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

②
一
般
教
育
を
整
備
充
実
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に
携
わ
る
教
官
の
定
員
を
充

実
配
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
官
の
定
員
も
学
生
数
に
あ
わ
せ
て
考
慮

す
る
。

⑧
近
代
科
化
の
発
達
と
産
業
社
会
の
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
国
立
大
学
に
お

け
る
欠
陥
と
不
備
に
鑑
み
、
適
切
な
学
科
及
び
科
目
を
新
設
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
二
十
四
の
学
部
学
科
の
新
設
を
要
求
し
て

，

？
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鱒
」

鏑 い
る
。

凶
実
験
、
実
習
設
備
の
充
実
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
設
の
も
の
の
更
新
、
新

設
の
も
の
の
充
実
を
考
慮
し
て
い
る
。

⑤
理
工
科
教
育
の
教
員
養
成
の
問
題
は
、
小
中
学
校
の
教
育
養
成
に
つ
い
て

の
要
望
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
教
員
養
成
制
度
改
善
の
問
題
も
、
こ
の
点
ま
で

は
進
ん
で
い
な
い
。
な
お
、
理
工
科
関
係
設
備
の
増
加
は
要
求
中
で
あ
る
。

⑥
教
官
の
給
与
待
遇
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

、
教
員
養
成
に
お
け
る
科
学
技
術
教
育
の
刷
新
に
つ
い
て
は
、
中
央
教
育
審

議
会
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
が
、
施
設
、
設
備
の
改
善
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
研
究
し
た
い
。

な
お
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
要
求
し
て
い
る
国
立
学
校
経
費
は
、
科
学
技
術

教
育
振
興
の
声
が
高
ま
っ
た
の
に
関
連
し
て
教
官
の
定
員
増
、
学
生
増
募
等
に
対

し
、
本
年
度
比
百
六
十
億
円
増
と
な
っ
て
い
る
。
因
に
本
年
度
は
前
年
度
比
三
十

五
億
円
増
で
、
こ
の
う
ち
に
は
給
与
費
の
膨
み
こ
億
九
千
万
円
を
含
ん
で
い
る
。

右
に
対
し
北
川
大
阪
学
芸
大
学
長
か
ら
、
教
員
養
成
制
度
に
つ
い
て
は
中
央
教

育
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
年
度
教
員
養
成
大
学
の
学

生
募
集
定
員
は
減
少
し
、
教
官
定
員
も
減
少
し
て
い
る
。
教
員
養
成
大
学
の
学
生

の
就
職
率
が
基
準
に
な
っ
て
定
員
が
減
ら
さ
れ
る
の
な
ら
ば
今
後
も
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
文
部
省
と
し
て
大
体
の
見
通
し
は
ど
う
か
と

の
質
問
が
あ
り
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
教
員
養
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
質

の
問
題
と
需
給
調
整
の
問
題
と
が
あ
る
。
教
員
養
成
大
学
卒
業
生
の
就
職
率
は
、

年
度
始
め
は
約
五
割
で
あ
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
み
れ
ば
、
全
部
の
者
が
ど
こ
か

に
就
職
し
て
い
る
。
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
の
定
数
の
基
準
の
問
題
等
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
が
、
長
い
見
通
し
と
し
て
は
、
十
年
後
に
は
児
童
の
数
が
減
る

で
あ
ろ
う
か
ら
、
需
給
の
調
整
を
し
て
定
数
を
減
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
明
年
度

は
、
従
来
の
方
針
に
よ
り
二
年
課
程
は
減
ら
し
、
四
年
課
程
は
殖
や
す
が
、
し
か

し
な
る
べ
く
現
状
を
維
持
し
大
き
な
変
革
は
避
け
た
い
旨
答
え
ら
れ
た
。
戸
田
金

沢
大
学
長
か
ら
、
本
協
会
か
ら
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
「
科
学
技
術
教
育
振
興
に

対
す
る
意
見
書
」
の
中
に
お
い
て
、
経
常
的
所
要
経
費
と
し
て
学
生
一
人
当
り
年
間

四
十
万
円
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
文
部
省
か
ら
大
蔵
省
に
要
求
し
て

い
る
額
は
ど
う
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
文
部
省
の
案

気
鋤

ひ

ｻﾞ

は
算
定
の
形
は
違
う
が
、
四
十
万
円
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
参
考
ま
で
に
全
体
の
金

額
を
云
え
ば
、
教
官
研
究
費
、
研
究
旅
費
四
十
四
億
円
、
学
生
経
費
三
億
一
一
一
千
万
円

文
教
施
設
整
備
費
五
十
九
億
円
、
原
子
力
研
究
関
係
経
費
一
一
億
九
千
万
円
、
大
学

院
担
当
教
官
の
優
遇
措
置
の
た
め
の
経
費
二
億
二
千
万
円
で
あ
る
と
答
え
ら
れ

た
。
重
松
福
井
大
学
長
か
ら
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
伴
い
或
大
学
で
は
学
生
定

員
を
増
加
し
、
教
官
も
増
員
し
て
い
る
が
、
教
員
養
成
大
学
で
は
そ
の
逆
で
あ

る
。
文
部
省
で
は
現
状
維
持
は
考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
、
緒

方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
教
員
養
成
大
学
の
来
年
度
の
学
生
定
員
は
、
本
年
度
よ

り
減
ら
す
こ
と
な
く
、
現
状
維
持
に
し
た
い
。
既
設
の
学
部
学
科
の
充
実
等
に
伴

う
教
官
、
補
助
職
員
の
増
加
等
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
と
折
衝
し
て
最
後
の
結
論

を
得
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
波
欄
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
で
き
る
だ
け
努

力
し
た
い
と
答
え
ら
れ
た
。

会
長
か
ら
、
学
生
部
の
強
化
に
つ
い
て
学
徒
厚
生
審
議
会
で
審
議
中
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
本
協
会
か
ら
そ
の
委
員
に
参
加
し
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
西

田
学
生
課
長
か
ら
、
協
会
か
ら
は
、
蝋
山
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
が
副
会
長
に
、

東
茨
城
大
学
長
が
委
員
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
委
員
に
は
国
立
大
学
の
学
生
部
長

や
事
務
局
長
が
五
名
位
参
加
し
て
い
る
。
会
の
審
議
事
項
と
し
て
は
、
学
生
の
厚

生
補
導
に
関
す
る
組
織
運
営
と
、
学
生
の
健
康
管
理
の
改
善
に
つ
い
て
の
問
題
が

あ
る
が
、
明
年
三
月
一
杯
に
部
会
の
審
議
を
終
え
、
四
月
乃
至
五
月
に
総
会
の
審

議
を
終
え
て
取
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
と
答
え
た
。
ま
た
緒
方
大
学
学
術
局
長
か

ら
、
学
生
部
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
明
年
四
月
頃
結
論
が
出
る
見
通
し
な
の
で
、

来
年
度
の
予
算
に
は
要
求
し
て
い
な
い
が
、
三
十
四
年
度
の
予
算
に
お
い
て
要
求

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
来
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
各
大
学
で
任
意
に
実

施
し
て
い
る
学
生
保
険
事
業
の
事
務
費
を
補
助
す
る
た
め
の
経
費
を
学
徒
援
護
会

の
予
算
の
中
に
組
ん
だ
の
は
私
立
大
学
も
あ
る
の
で
大
学
運
営
費
と
し
て
予
算
を

組
む
こ
と
が
困
難
な
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
学
徒
援
護
会
の
予
算
に
組
み
、
各
大

学
の
団
体
事
務
費
と
し
て
給
付
す
る
こ
と
に
し
た
旨
答
え
ら
れ
た
。

四
、
各
常
置
委
員
会
の
協
議
状
況
報
告

各
委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
報
告
が
あ
っ

た
。

第
一
常
置
委
員
会
滝
川
委
員
長

夕｛
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￣

寧
一

１
文
理
学
部
の
整
備
改
善
に
つ
い
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
本
会
で
検
討
し
、
更
に
文
理
学
部
を
有
す

る
十
四
の
大
学
長
に
お
い
て
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
種
交
検
討
を
加
え
て
き
た

が
、
文
部
省
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
国
立
大
学
組
織
運
営
に
関
す
る
改
善
要
項

中
「
別
紙
一
一
」
の
各
学
部
改
善
参
考
案
の
一
の
文
理
学
部
「
８
」
項
に
四
つ
の

案
が
示
さ
れ
て
あ
る
の
で
大
体
と
の
案
に
準
拠
し
て
更
に
十
四
の
大
学
に
お

い
て
検
討
し
、
具
体
案
を
作
成
の
上
、
本
委
員
会
に
お
い
て
更
め
て
審
議
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
文
理
学
部
教
官
の
有
志
の
者
が
集
っ
て
全
文
理
学
部
対
策
協
議
会
を

結
成
し
、
去
る
十
月
十
七
日
の
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
全
国

文
理
学
部
改
革
案
要
綱
を
作
っ
た
。
と
内
容
の
概
略
を
紹
介
さ
れ
た
が
こ
こ
に

は
省
略
す
る
。

２
一
般
教
育
担
当
部
局
の
制
度
化
に
つ
い
て

右
に
つ
き
、
本
年
七
月
新
潟
大
学
に
お
い
て
開
催
し
た
第
五
回
関
東
甲
信
越

地
区
国
立
大
学
長
会
議
の
申
合
せ
と
し
て
そ
の
代
表
者
か
ら
、
本
協
会
に
お

い
て
こ
の
問
題
に
対
し
適
切
な
結
論
を
得
ら
れ
る
よ
う
研
究
方
依
頼
し
て
き
た

が
、
一
般
教
育
担
当
部
局
を
制
度
化
す
る
こ
と
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の

法
令
上
の
改
正
を
要
し
、
そ
の
実
現
は
四
囲
の
事
情
か
ら
容
易
で
な
い
の
で

こ
の
際
管
理
職
等
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、
学
内
に
お
い
て
委
員
会
等
の
組
織
を

強
化
し
、
そ
の
運
営
に
よ
り
措
置
す
る
こ
と
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
根

本
的
に
は
一
般
教
育
の
あ
り
方
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

併
せ
て
研
究
す
る
の
で
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
協
会
総
会
に
お
い
て

研
究
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

右
に
対
し
、
遠
藤
埼
玉
大
学
長
か
ら
、
文
理
学
部
を
置
く
全
国
の
大
学
の
学

長
叉
は
全
国
の
文
理
学
部
長
が
集
っ
て
文
理
学
部
の
問
題
を
協
議
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
先
般
来
有
志
が
集
っ
て
全
文
理
学
部
対
策
協
議
会
を
結
成
し

右
の
よ
う
な
改
革
案
要
綱
を
作
っ
た
が
、
本
学
か
ら
は
発
起
人
に
加
わ
っ
て
い

な
い
の
で
本
学
と
し
て
は
、
要
綱
の
線
に
そ
う
か
否
か
は
今
後
の
問
題
で
あ

る
と
の
発
言
が
あ
り
、
ま
た
、
小
林
千
葉
大
学
長
か
ら
、
文
理
学
部
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
文
理
学
部
を
置
く
十
四
の
大
学
長
会
議
で
も
、
ま
た
、
文
理
学
部

長
会
議
に
お
い
て
も
屡
交
審
議
さ
れ
、
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

窺
いへ

〆

現
在
の
文
理
学
部
で
も
一
概
に
駄
目
な
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
文
理
学
部
の
内

容
を
は
っ
き
り
限
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
が
、
改
善
を
要
す
る
点

も
あ
ろ
う
か
ら
急
が
ず
に
よ
く
事
情
を
見
極
め
て
慎
重
に
扱
っ
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
滝
川
委
員
長
か
ら
、
全
文
理
学
部
対
策
協

議
会
に
つ
い
て
は
、
私
は
一
向
に
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
そ
の
改
革
案
要
綱
は
、

参
考
ま
で
に
披
露
し
た
と
述
べ
ら
れ
、
会
長
か
ら
、
改
革
案
要
綱
の
扱
い
は
、

総
会
の
議
事
に
関
連
し
て
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
全
文
理
学
部
対
策
協
議
会
を

作
る
の
は
結
構
で
あ
る
が
、
改
革
案
要
綱
は
学
長
又
は
学
部
長
を
通
じ
て
本
協

会
に
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
る
の
が
筋
で
あ
る
。
従
っ
て
只
今
の
委
員
長
か
ら

の
改
革
案
要
綱
に
つ
い
て
の
話
は
、
話
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
止
め
、
総
会

の
議
題
と
は
し
な
い
と
述
べ
ら
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

第
一
一
常
置
委
員
会
小
林
委
員
長

昨
年
九
月
十
九
日
開
催
の
役
員
会
に
お
い
て
入
学
試
験
時
期
を
各
大
学
同
一

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
第
一
一
常
置
委
員
会
で
な
お
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
本
問
題
は
重
要
な
問
題
で
各
大
学
に
よ
り
希
望
も
異
な
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
各
大
学
に
質
問
書
を
出
し
、
回
答
を
も
ら
っ
て
昨
日
審

議
し
た
。
ま
だ
審
議
の
中
途
で
あ
る
が
、
本
日
午
後
更
に
審
議
し
て
結
論
を
出
し

た
い
。
大
体
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
結
論
は
、
入
学
試
験
の
期
日
の
配
分

は
従
来
通
り
存
置
す
る
。
但
し
、
従
来
は
文
部
省
が
一
期
、
二
期
の
別
を
決
め
て

各
大
学
に
通
知
し
て
い
た
が
、
今
後
は
、
そ
の
何
れ
に
す
る
か
は
各
大
学
の
要
望

を
聞
い
て
文
部
省
で
調
整
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
審
議
の
経

過
で
は
、
一
期
、
一
一
期
に
分
け
て
も
、
時
期
を
自
由
選
択
に
し
て
各
大
学
が
希
望

通
り
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は

混
乱
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
文
部
省
で
調
整
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
来
年
度
は
差
当
り
変
更
で
き
な
い
か
ら
、
既
定
通
り
行
い
、
再
来
年

度
か
ら
右
の
措
置
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ⅲ
一

期
の
大
学
は
二
期
の
大
学
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
よ
う

な
こ
と
は
さ
け
て
ほ
し
い
。
回
入
学
試
験
一
期
の
期
日
を
一
週
間
位
早
く
し
て
ほ

し
い
。
ｈ
一
期
、
二
期
の
間
を
拡
げ
て
も
ら
え
ぬ
か
、
同
一
期
、
二
期
の
大
学
を

交
替
制
に
し
た
ら
ど
う
か
。
剛
一
つ
の
大
学
内
で
も
、
学
部
に
よ
っ
て
期
日
を
変

え
て
行
う
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
あ
っ
た
が
、
更
に
審
議

鱒
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す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
常
置
委
員
会
東
委
員
長

特
別
に
報
告
す
る
こ
と
は
な
い
。

「
１
１
削
四
常
置
委
員
会
戸
田
委
員
長

学
生
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
と
し
て
は
、
昭
和
一
一
一
十
二
年
度
か
ら

遅
く
と
も
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
度
か
ら
実
施
す
る
よ
う
に
希
望
し
て
い
た
が
、
ま
だ
実

現
し
て
い
な
い
。
学
徒
厚
生
審
議
会
で
の
審
議
に
よ
っ
て
、
早
急
に
実
施
さ
れ
る

篝
鰹
謝
詑
寺
沢
委
員
・

特
別
に
報
告
す
る
こ
と
は
な
い
。

第
六
常
置
委
員
会
井
藤
委
員
長

大
学
共
通
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
各
大
学
に
対
し
質
問
状
を
出

し
て
お
い
た
が
、
北
海
道
学
芸
大
学
ほ
か
七
大
学
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
内

容
は
大
体
今
ま
で
問
題
に
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。
こ
の
う
ち
に
は
六
月
の
総
会
の
要

望
事
項
と
し
て
各
方
面
に
提
出
し
た
も
の
も
多
い
が
、
一
部
が
取
上
げ
ら
れ
て
実

現
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
更
に
実
現
方
促
進
し
て
ほ
し
い
。

１
教
官
研
究
費
、
研
究
旅
費
の
増
額
（
専
任
講
師
の
研
究
費
の
計
上
を
含
む
）
。

２
学
生
経
費
（
生
徒
経
費
を
含
む
。
）
の
増
額

８
大
学
設
備
費
の
増
額

ィ
新
し
い
大
学
を
創
設
す
る
場
合
に
お
い
て
、
か
つ
て
大
学
が
特
別
会
計
で

経
理
さ
れ
て
い
た
と
き
は
創
設
費
が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
創
設
費

が
十
分
で
な
い
の
で
増
額
し
て
ほ
し
い
。

ロ
戦
後
学
制
改
革
に
よ
り
師
範
学
校
が
大
学
に
編
成
替
え
さ
れ
た
と
き
、
理

科
系
学
部
の
創
業
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
で
教
員
養
成
大
学
の

理
科
教
育
設
備
費
を
計
上
し
て
ほ
し
い
。

〈
旧
設
備
の
更
新
費
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。

４
防
火
対
策
費
の
増
額

５
北
海
道
地
区
の
石
炭
費
の
増
額

学
校
経
費
と
し
て
の
暖
房
費
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。
な
お
、
或
る
大
学
で
は

建
物
が
木
造
の
た
め
冬
期
寒
気
き
び
し
く
、
研
究
上
困
る
か
ら
木
造
で
な
い
建

蟻

｜｝

Ｉ

」
｜
■

物
に
改
良
し
て
ほ
し
い
。

６
在
外
研
究
員
制
度
の
拡
充

７
管
理
職
手
当
の
拡
充

従
来
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
そ
の
支
給
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
新
た
に
分
校
主
事
、
附
属
学
校
長
、
課
長
、
事
務
長
に
も
支
給
さ

れ
た
い
。

８
教
授
、
助
教
授
に
研
究
職
務
俸
（
教
授
は
毎
月
最
低
三
万
円
、
助
教
授
は
毎

月
最
低
一
一
万
円
）
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
ら
れ
た
い
。

９
大
学
基
準
予
算
の
設
定

大
学
で
予
算
を
編
成
す
る
と
き
、
ま
た
、
文
部
省
が
大
蔵
省
に
予
算
を
要
求

す
る
際
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
出
さ
な
い
と
効
果
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。
予
算
作
成
に
合
理
的
な
基
礎
を
与
え
る
模
範
的
予
算
要

求
の
必
要
が
あ
る
。

、
文
部
省
に
お
い
て
大
学
の
新
規
予
算
を
編
成
す
る
場
合
に
は
、
本
協
会
が
参

加
協
議
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

、
大
学
財
政
確
立
の
た
め
強
力
な
財
政
専
門
委
員
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。

右
委
員
会
は
、
国
家
予
算
の
中
に
お
け
る
大
学
予
算
の
あ
り
方
、
大
学
財
政

に
つ
い
て
独
立
会
計
制
度
を
設
け
る
こ
と
等
に
つ
い
て
研
究
し
、
財
源
と
し
て

目
的
税
を
新
設
す
る
と
か
、
教
育
公
債
の
発
行
を
含
む
大
学
予
算
獲
得
の
方
法

を
考
え
て
、
直
接
に
国
会
に
働
き
か
け
、
ま
た
、
大
学
財
政
の
実
状
を
広
く
世

間
に
訴
え
、
世
論
を
喚
起
す
る
。

皿
文
部
省
か
ら
大
蔵
省
に
要
求
し
た
予
算
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
通
過
す
る
よ

う
に
協
力
す
る
等
適
宜
な
方
策
を
購
じ
て
ほ
し
い
。

田
重
要
な
研
究
用
機
械
の
更
新
に
あ
た
り
、
予
算
支
出
の
軽
減
を
は
か
る
た
め

古
い
機
械
の
代
価
が
新
し
い
機
械
購
入
の
際
差
引
さ
れ
る
よ
う
な
法
律
的
措
置

を
と
っ
て
ほ
し
い
。

以
上
の
問
題
に
つ
い
て
多
少
審
議
し
た
が
、
ま
だ
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い

の
で
本
日
午
後
更
に
検
討
し
た
い
。

第
七
常
置
委
員
会
村
上
委
員
長

前
回
の
総
会
以
後
委
員
会
を
開
催
し
て
い
な
い
か
ら
、
特
に
報
告
す
る
こ
と
は

な
い
。

可
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鱸

頁
に
掲
載
の
通
り
で
あ
る
。

会
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
内
田
委
員
長

本
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
協
議
状
況
に
つ
い
て
は
、
会
報
第

七
月
十
一
日
の
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
当
時
科
学
技
術
教
育
の
振
興
に
つ
き

中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
て
審
議
中
で
あ
り
、
ま
た
、
来
年
度
予
算
の
概
算

要
求
を
決
め
る
時
期
が
近
づ
い
て
い
た
の
で
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
本
委
員

会
か
ら
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
「
科
学
技
術
教
育
振
興
に
対
す
る
意

見
書
」
及
び
「
教
員
養
成
に
お
け
る
科
学
、
技
術
教
育
の
刷
新
振
興
に
つ
い
て
の

意
見
書
」
（
会
報
第
十
三
号
の
第
拓
ｌ
師
頁
に
掲
載
）
を
決
定
し
、
こ
れ
を
文
部

大
臣
ほ
か
関
係
各
方
面
に
提
出
し
た
。

九
月
十
八
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
科
学
技
術
教
育
の
振
興
は
、
単
に
理
工
科

系
の
専
門
の
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
経
営
工
学
に
も
関
連
し
て
い
る
か
ら
、

一
般
学
術
の
面
か
ら
検
討
し
、
基
礎
的
な
研
究
を
積
上
げ
て
し
っ
か
り
し
た
も
の

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
本
委
員
会
に
専
門
委
員
会
を
置
き
、
理
工
科
系
だ

け
で
な
く
関
連
分
野
に
つ
い
て
も
研
究
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。九
月
十
九
日
の
役
員
会
に
お
い
て
前
日
の
委
員
会
の
審
議
の
経
過
を
報
告
し
、

協
議
し
た
が
、
専
門
委
員
会
の
組
織
人
選
に
つ
い
て
は
、
森
戸
副
会
長
と
も
相
談

し
て
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
経
費
も
若
干
使
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
総

会
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

右
の
報
告
に
対
し
、
会
長
か
ら
、
専
門
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て
腹
案
が
あ
る

か
ど
う
か
を
質
問
さ
れ
、
内
田
委
員
長
か
ら
、
ど
の
範
囲
に
す
る
か
若
干
の
腹
案

は
あ
る
が
、
何
れ
も
予
算
が
決
り
活
動
し
得
る
状
態
に
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
な

い
と
答
え
ら
れ
た
。
次
い
で
会
長
か
ら
、
科
学
技
術
教
育
の
振
興
に
関
し
研
究
調

査
す
る
た
め
に
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
に
専
門
委
員
会
を
置

き
、
学
長
で
な
い
方
に
専
門
委
員
を
お
願
い
し
た
い
旨
諮
ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
専
門
委
員
は
、
理
工
系
教
授
五
、
六
名
の
ほ
か
数
字
に
明
る
い
事
務
局
長

教
員
養
成
制
度
は
重
要
な
問
題
で
目
下
中
央
教
育
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
が
、
本
協
会
か
ら
は
森
戸
広
島
大
学
長
と
内
藤
愛
知
学
芸
大
学
長
と
私
が
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
審
議
会
で
の
今
後
の
審
議
の
模
様
に
よ
っ
て
は
、
委
員

$
←

ユ
目

没

会
報
第
十
三
号
の
第
跳
妬

二
乃
至
一
一
一
名
加
わ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
人
選
は
会
長
、
副
会
長
及
び
内
田
委
員
長

に
一
任
さ
れ
た
。

以
上
を
も
っ
て
午
后
○
時
十
分
午
前
中
の
会
議
を
終
り
、
昼
食
休
憩
、
午
后
一
時

か
ら
各
常
置
委
員
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

出席者昭和一一一二、一一、一五（金）午前九時半
日
時

前
日
に
同
じ

矢
内
原
会
長
議
長
席
に
つ
き
開
会
を
宣
す
。

一
、
各
常
置
委
員
会
所
管
事
項
の
報
告

昨
日
開
か
れ
た
各
常
置
委
員
会
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
、
各
常
置
委
員
長
か
ら

報
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
常
置
委
員
会
滝
川
委
員
長

１
文
理
学
部
の
整
備
改
善
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
結
論
に
達
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
さ
き
に
文
理
学
部
を
有
す
る
十
四
の
大
学
長
に
一
任
し
て
お
い
た
が

十
一
月
十
三
日
の
会
合
で
は
、
⑪
現
状
を
維
持
す
る
か
、
②
文
部
省
に
お
い
て

作
成
さ
れ
た
国
立
大
学
組
織
運
営
に
関
す
る
改
善
要
項
中
「
別
紙
二
」
の
各
学

部
改
善
参
考
案
の
一
の
文
理
学
部
「
３
」
項
に
示
さ
れ
た
案
に
よ
る
か
の
採
否

決
定
は
で
き
て
い
な
い
。
各
文
理
学
部
は
構
成
、
人
員
共
に
区
を
な
の
で
早
急

に
結
論
は
出
な
い
。
明
十
六
日
に
叉
、
会
合
し
て
協
議
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

結
論
は
出
そ
う
に
な
い
。
な
お
、
三
人
の
関
係
大
学
長
（
関
口
、
佐
藤
、
辻
田

の
三
学
長
）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
仙
女
理
学
部
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の

で
整
理
は
困
難
で
あ
る
。
更
に
協
議
し
て
適
当
の
案
を
作
る
、
②
全
文
理
学
部

対
策
協
議
会
は
数
度
に
豆
り
、
有
志
者
が
私
的
に
会
合
し
た
も
の
で
、
関
係
各

学
長
は
正
式
に
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。
そ
の
要
望
書
は
一
の
資
料
と
し
て
取
扱

い
、
学
長
間
に
お
い
て
は
正
式
に
認
め
な
い
、
③
明
十
六
日
関
係
大
学
長
に
お

い
て
更
に
協
議
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
常
置
委
員
会
と
し
て
は
、
そ
の

報
告
を
待
っ
て
総
会
に
附
議
す
る
。

第
十
五
回
総
会
議
事
要
録
（
第
一
一
曰
）

I蕊Ｌ
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一
般
教
育
担
当
部
局
の
制
度
化
に
つ
い
て

一
般
教
育
の
問
題
は
、
理
論
的
に
は
文
理
学
部
の
問
題
と
は
切
り
離
す
べ
き

で
は
あ
る
が
、
文
理
学
部
と
一
般
教
育
と
は
密
接
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
実
際

に
は
両
方
を
関
連
さ
せ
て
論
ず
る
と
と
が
望
ま
し
い
。
一
般
教
育
は
新
制
大
学

‐
の
重
要
な
問
題
で
、
何
と
か
制
度
化
す
る
要
が
あ
る
。
Ⅲ
一
般
教
育
と
普
通
科

目
の
問
題
、
②
外
国
語
は
一
般
教
育
科
目
か
普
通
科
目
か
、
③
綜
合
的
に
は
こ

の
問
題
を
ど
う
す
る
か
等
、
そ
の
取
扱
い
は
慎
重
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

依
っ
て
第
一
常
置
委
員
会
に
お
い
て
は
、
研
究
の
材
料
と
し
て
本
協
会
か
ら
各

大
学
に
、
Ⅲ
一
般
教
育
の
現
状
、
②
現
在
一
般
教
育
に
つ
い
て
ど
ん
な
困
難
な

点
が
あ
る
か
、
③
そ
の
改
善
方
法
等
を
照
会
し
、
そ
の
回
答
を
材
料
と
し
て
一

般
教
育
担
当
部
局
の
制
度
化
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

右
に
対
し
、
古
林
神
戸
大
学
長
か
ら
、
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
最
初
の
発
端

は
「
整
理
」
に
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
現
状
維
持
案
と
ピ
ー
ク
案
は
十
対
三
と
な
り

こ
れ
で
は
整
理
案
に
な
ら
な
い
。
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
手

の
つ
け
よ
う
が
な
い
。
第
二
の
問
題
は
新
学
制
の
矛
盾
の
問
題
が
あ
り
、
第
一
常

置
委
員
会
と
し
て
取
り
あ
げ
る
に
は
あ
ま
り
に
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
。
こ
の

問
題
の
根
本
的
解
決
に
は
新
制
大
学
の
根
本
的
改
正
を
要
す
る
も
の
と
思
う
の
で

大
学
基
準
協
会
あ
た
り
で
審
議
し
て
は
ど
う
か
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

種
々
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
が
、
大
学
の
制
度
問
題
の
検
討
は
第
一
常
置
委
員
会

の
任
務
で
あ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
連
合
委
員
会
又
は
専
門
委
員
会
を
作
ら
れ
て
も

よ
い
。
と
に
か
く
第
一
常
置
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
に
了

解
し
た
。
滝
川
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な

な
研
究
中
で
あ
り
、
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
研
究
す
る
旨
の
発
言

が
あ
っ
た
。

第
二
常
置
委
員
会
小
林
委
員
長

入
学
試
験
時
期
を
各
大
学
同
一
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
二
常
置
委
員
会
に

お
い
て
前
後
二
回
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
左
の
結
論
に
達
し
た
。

「
入
学
試
験
時
期
の
一
期
二
期
を
従
来
ど
お
り
存
置
し
て
、
そ
の
何
れ
に
す
る
か

は
、
各
大
学
の
希
望
に
基
き
全
体
の
立
場
か
ら
考
慮
調
整
す
る
こ
と
。
た
だ
し

昭
和
三
十
三
年
度
の
入
学
試
験
は
指
定
の
と
お
り
に
て
行
う
こ
と
。
」

な
お
、
調
整
に
は
、
文
部
省
が
当
る
の
が
当
然
と
思
う
が
、
独
断
に
な
ら
ぬ
よ

鼬

う
に
、
問
題
に
よ
っ
て
は
大
学
協
会
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
又
各
大
学
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
は
運
営
で
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
資
料
を
適
当
な
機
会
に
見
て

貰
っ
て
文
部
省
で
も
研
究
願
い
た
い
。

右
に
対
し
、
江
国
横
浜
大
学
長
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
積
年
の
問
題
は
全
部
解
消

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
二
期
の
大
学
に
は
種
々
の
悩
み
が
あ
る
の
で
、
第
二
常
置

委
員
会
に
お
い
て
更
に
継
続
研
究
願
い
た
い
と
述
べ
ら
れ
、
小
林
委
員
長
か
ら
一

期
、
二
期
の
各
大
学
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
も
分
ら
な
い
の
で
、
文
部
省
に
お
い
て

更
に
研
究
せ
ら
れ
た
く
、
ま
た
、
と
く
に
問
題
が
生
じ
た
時
は
大
学
協
会
に
相
談

さ
れ
る
こ
と
と
し
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
一
応
終
了
し
た
も
の

と
了
解
せ
ら
れ
た
い
と
答
え
ら
れ
た
。

第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
代
表
戸
田
委
員
長

昨
日
、
西
田
学
生
課
長
か
ら
、
学
徒
厚
生
審
議
会
に
対
し
、
文
部
大
臣
か
ら
、
⑪

大
学
に
お
け
る
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
組
織
運
営
、
②
学
生
の
健
康
管
理
の

改
善
に
つ
い
て
諮
問
が
あ
り
、
目
下
職
制
の
基
準
、
予
算
の
確
立
、
現
職
職
員
の

教
育
、
学
生
の
健
康
理
に
つ
い
て
の
要
求
等
に
つ
き
審
議
中
な
る
旨
説
明
が
あ
っ

た
。
な
お
、
学
生
健
康
保
険
制
度
は
広
島
大
学
ほ
か
七
校
で
自
主
的
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
国
か
ら
事
務
費
の
補
助
が
あ
る
。
国
と
し
て
は
十
二
校

分
の
予
算
が
あ
り
、
な
お
、
四
校
分
の
余
裕
が
あ
る
の
で
、
希
望
あ
る
向
は
早
く

申
込
め
ば
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
午
前
十
一
時
十
分
か
ら
約
十
五
分
間
休
憩
）

第
五
常
置
委
員
会
寺
沢
委
員
長

教
育
職
員
の
併
任
及
び
兼
業
に
関
す
る
本
年
七
月
二
十
二
日
の
文
部
省
大
臣
官

房
人
事
参
事
官
の
通
達
は
、
そ
の
運
営
如
何
に
よ
っ
て
は
著
し
く
大
学
に
お
け
る

教
育
及
び
研
究
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
学
問
の
水
準
を
高
め
、
そ
の
進
歩

を
は
か
る
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り
大
学
間
相
互
の
学
問
の
交
流
を
尊
重
す
る
よ

う
に
要
望
す
る

右
に
対
し
、
京
都
、
熊
本
、
神
戸
の
各
大
学
長
か
ら
賛
否
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

会
長
か
ら
、
こ
の
通
達
は
参
事
官
名
で
各
大
学
長
あ
て
に
出
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ

れ
は
悪
例
と
思
う
の
で
撤
回
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
学
の
運
営
、
執
行
に
関
し

て
は
従
来
は
文
部
大
臣
又
は
次
官
名
で
通
牒
さ
れ
て
い
る
の
で
、
更
め
て
措
置
さ

ぃ
た
い
。
管
理
職
に
在
る
者
の
併
任
等
に
つ
い
て
も
、
大
学
相
互
間
に
お
い
て
差
支

鰯､、
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え
な
い
と
認
め
た
も
の
を
文
部
省
が
認
め
な
い
の
は
非
常
な
干
渉
で
あ
る
。
し
か

る
に
反
面
、
政
府
や
文
部
省
で
は
、
管
理
職
の
者
に
対
し
て
も
さ
か
ん
に
兼
業
を

依
頼
し
て
来
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私
個
人
と
し
て
当
局
に
対
し
て
強
く
意

見
を
申
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
意
見
書
を
要
望
書
と
す
る

か
ど
う
か
は
役
員
会
で
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
六
常
置
委
員
会
井
藤
委
員
長

大
学
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
昨
日
午
後
天
城
参
事
官
か
ら
事
情
を
承
り
、
種
☆

審
議
し
た
。
昨
日
報
告
し
た
十
三
の
事
項
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
を
具
体
的
な
も

の
と
し
、
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
即
ち
Ⅲ
教
官
研
究
費
の
増
額
、
費
目
等
の

新
設
、
②
大
学
基
準
予
算
の
編
成
の
た
め
の
強
力
な
委
員
会
を
設
け
、
本
協
会
の

意
見
を
組
入
れ
て
予
算
確
保
の
合
理
化
を
図
り
た
い
。
Ⅲ
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十

三
年
度
予
算
は
従
来
と
異
な
り
、
金
額
の
違
い
は
あ
る
が
、
大
部
分
組
み
入
れ
て

あ
っ
て
喜
ば
し
い
。
例
え
ば
管
理
職
手
当
を
新
設
（
分
校
主
事
も
入
る
）
し
た
如

き
で
あ
る
。
回
の
一
般
的
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
位
共
同
に
よ
く
検
討
さ
れ
た

い
。
そ
こ
で
こ
の
際
次
の
よ
う
に
決
議
し
た
。

「
大
学
予
算
の
大
幅
の
増
額
を
要
望
す
る
。
」

第
七
常
置
委
員
会
村
上
委
員
長

１
第
七
常
置
委
員
会
は
、
中
央
教
育
審
議
会
第
十
一
特
別
委
員
会
に
お
け
る
昭

和
三
十
二
年
七
月
以
降
の
教
員
養
成
制
度
改
善
に
つ
い
て
の
審
議
の
経
過
中
そ

の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
共
に
今
後
の
審
議
の
経
過
に
つ
い
て
十

分
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
申
し
合
せ
た
。
な
お
、
村
上
委
員
長
は
、
去
る
六
月

の
本
協
会
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
教
員
養
成
改
善
に
つ
い
て
の
要
望
」

に
関
し
て
、
中
央
教
育
審
議
会
総
会
に
お
い
て
説
明
を
お
こ
な
い
、
要
望
す
る

要
点
を
明
ら
か
に
し
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

２
第
七
常
置
委
員
会
に
お
い
て
論
議
さ
れ
た
重
要
な
問
題
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

川
教
員
養
成
の
問
題
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
初
等
教
育
の

教
員
養
成
の
問
題
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
中
等
教
育
の
教
員
養
成
の
問
題
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
中
等
教
育
の
教
員
養
成
の
う
ち
に
ふ

く
ま
れ
る
中
学
校
の
教
員
養
成
は
、
そ
れ
を
小
学
校
の
教
員
養
成
と
一
貫
す
る

義
務
教
育
学
校
の
教
員
養
成
と
考
え
る
場
合
と
、
高
等
学
校
教
員
養
成
と
一
貫

鱗
～
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す
る
中
等
教
育
の
教
員
養
成
と
考
え
る
場
合
と
に
お
い
て
は
、
現
状
に
お
い
て

は
そ
の
問
題
の
性
格
と
内
容
を
い
ち
じ
る
し
く
異
に
し
て
く
る
。
初
等
教
育
の

教
員
養
成
と
中
等
教
育
の
教
員
養
成
と
は
、
小
学
校
の
教
員
養
成
と
高
等
学
校

の
教
員
養
成
と
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
う
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
中
学
校

の
教
員
養
成
に
関
す
る
か
ぎ
り
問
題
は
か
な
り
複
雑
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た

め
に
初
等
教
育
の
教
員
養
成
と
中
等
教
育
の
教
員
養
成
は
、
中
学
校
の
教
員
養

成
の
問
題
を
は
さ
ん
で
複
雑
に
し
て
困
難
な
問
題
を
は
ら
ん
で
く
る
こ
と
に
な

る
。

伺
い
ま
問
題
を
小
中
学
校
を
一
貫
す
る
義
務
教
育
学
校
の
教
員
養
成
に
限
定
し

て
み
る
と
、
義
務
教
育
の
全
国
的
な
水
準
を
高
め
、
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
に

小
、
中
学
校
の
教
員
養
成
が
十
分
な
計
画
性
を
も
つ
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
計
画
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
今
日
の
小
、
中
学

校
の
教
員
養
成
を
非
常
に
不
安
定
な
も
の
に
し
、
教
員
の
質
的
低
下
を
ひ
き
起

し
て
い
る
こ
と
は
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
義
務
教
育
の
全
国
的

水
準
を
高
め
、
教
員
資
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
教
員

養
成
の
教
育
的
内
容
の
方
法
の
う
え
に
望
ま
し
い
よ
り
高
い
全
国
的
な
基
準
を

打
ち
出
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
教
員
需
給
の
関
係
を
教
育
的
に
も
十
分
に
調
整
し

得
る
必
要
な
数
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
計
画
養
成
を
強
化
す
べ

き
理
由
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
義
務
教
育
学
校
の
み
な
ら

ず
、
高
等
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
教
員
養
成
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
妥

当
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

川
教
員
養
成
と
く
に
義
務
教
育
学
校
の
教
員
養
成
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
を
も

う
少
し
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
し
こ
の
こ
と
は
教
員
養
成
の
中
央
統

制
や
文
部
省
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
を
直
ち
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現

行
制
度
に
お
い
て
は
免
許
状
取
得
に
必
要
な
単
位
の
認
定
は
各
大
学
の
責
任
に

お
い
て
与
え
ら
れ
る
。
免
許
状
を
授
与
す
る
の
は
教
育
委
員
会
の
責
任
で
あ

る
。
単
位
認
定
の
基
礎
に
な
る
学
生
の
単
位
履
修
の
条
件
は
、
各
大
学
の
自
主

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
て
提
供
さ
れ
る
。
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
が

っ
て
免
許
法
の
規
定
す
る
必
要
単
位
を
履
修
し
た
者
は
、
全
く
無
制
限
に
免
許

状
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
に
国
の
負
う
べ
き
義
務
教
育
に
対
す

る
基
本
的
責
任
の
介
入
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
か
か
る

鏑
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鯵 科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
内
田
委
員
長

ま
だ
報
告
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

（
各
委
員
会
の
協
議
事
項
を
整
理
す
る
た
め
に
午
前
十
一
時
五
十
分
か
ら
約
二
十
分

間
休
憩
）

二
、
本
総
会
に
お
け
る
協
議
事
項
の
取
扱
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
休
憩
中
に
開
催
し
た
役
員
会
に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
に
つ
き
、

次
の
通
り
報
告
が
あ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

１
大
学
予
算
の
大
幅
増
額
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
は
前
点
か
ら
事
情
を
述
べ
て
要
望
し
て
き
た
が
、
ま
だ
、
姑
息
で

無
責
任
放
置
の
状
態
こ
そ
ま
ず
改
善
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

は
質
量
両
様
の
意
味
に
お
け
る
計
画
養
成
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
そ
れ
に
応
ず

る
正
当
な
国
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ｈ
し
か
し
計
画
養
成
の
方
針
に
し
て
も
、
国
の
責
任
を
強
化
す
る
に
し
て
も
、

危
険
の
伴
う
こ
と
は
十
分
に
警
戒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
養
成
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
教
員
養
成
の
内
容
、
方
法
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
望
ま
し

い
基
準
の
設
定
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
る
に
現
状
に
お
い
て
は
、
免
許

法
の
規
定
す
る
最
低
基
準
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
望
ま
し
い

教
員
養
成
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
望
ま
し
い
基
準
を

設
定
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
教
員
養
成
に
当
る
各
大
学
は
、
国
、
公
、
私
立
を

と
わ
ず
そ
れ
に
よ
っ
て
大
き
な
制
約
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
予
想
さ

れ
る
次
の
大
き
な
困
難
は
、
計
画
養
成
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
請
で
あ
る
養

成
す
べ
き
教
員
数
の
制
限
で
あ
る
。
現
状
に
お
い
て
は
、
各
大
学
に
お
い
て
養

成
さ
れ
る
免
許
状
取
得
者
に
は
、
な
ん
ら
数
的
制
限
は
な
い
。
要
す
る
に
計
画

養
成
は
質
、
量
両
様
の
意
味
に
お
い
て
国
、
公
、
私
立
の
各
大
学
の
教
員
養
成

に
大
き
な
制
約
、
制
限
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
各
大
学
か
ら
理

論
的
に
も
実
際
に
も
大
き
な
反
撃
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
反
撃
・
困
難

を
解
決
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
教
員
養
成
制
度
の
根
本
的
改
善
を
求
め
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

耐
教
員
養
成
の
現
行
制
度
が
ひ
き
起
す
種
女
な
欠
陥
や
問
題
は
、
究
極
に
お
い

て
は
現
行
の
教
育
職
員
免
許
法
に
原
因
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
免
許
法
の
改
正
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
ろ
う
。

鏑

蕊9

蝋

③

５
役
員
会

日
時

昭
和
三
一
一
一
、
一
、
一
六
（
木
）
午
前
十
時
ｌ
正
午

場
所

東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者

会
長
、
副
会
長
、
各
役
員
、
各
常
置
委
員
会
委
員
長

（
欠
席
者
）
平
沢
理
事
、
村
上
第
七
常
置
委
員
会
委
員
長

文
部
省
緒
方
大
学
学
術
局
長

森
戸
副
会
長
主
宰
の
下
に
開
会
。

一
、
理
事
交
替
に
つ
い
て

副
会
長
か
ら
、
京
都
大
学
長
滝
川
氏
退
職
に
よ
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
平
沢
氏

戦
後
大
学
の
充
実
は
期
し
得
な
い
か
ら
、
大
学
の
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
て
充

実
強
化
を
図
り
、
短
期
間
に
実
施
す
る
よ
う
政
府
並
び
に
国
会
に
対
し
要
望
す

る
。

２
入
学
試
験
時
期
に
つ
い
て

文
部
省
へ
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
。

３
教
育
職
員
の
併
任
兼
業
に
つ
い
て

右
に
つ
き
、
文
部
省
大
臣
官
房
人
事
参
事
官
か
ら
学
長
あ
て
に
通
達
が
あ
っ

た
が
、
か
か
る
こ
と
は
、
形
式
上
か
ら
も
先
例
は
な
く
、
内
容
も
好
ま
し
く
な

い
。
本
来
、
併
任
兼
業
は
、
大
学
の
責
任
と
判
断
に
お
い
て
自
主
的
に
運
営
す

る
も
の
で
あ
る
。
大
学
に
お
い
て
研
究
、
教
授
に
差
支
え
な
い
と
認
め
た
も
の

に
対
し
て
は
、
政
府
は
む
し
ろ
必
要
な
旅
費
、
手
当
を
支
給
さ
れ
た
い
。
今
回

の
よ
う
な
通
達
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
す

る
。な
お
、
要
望
書
、
意
見
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
会
長
、
副
会
長
に
一
任
さ

れ
た
。

最
後
に
会
長
か
ら
、
本
年
十
二
月
十
四
日
を
も
っ
て
東
京
大
学
総
長
の
職
を

去
る
こ
と
に
確
定
し
て
い
る
の
で
従
っ
て
本
協
会
の
会
長
も
辞
任
す
る
こ
と

に
な
る
と
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
副
会
長
か
ら
会
長
在
任
中
の

労
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

以
上
を
も
っ
て
、
午
後
零
時
半
閉
会
、
第
十
五
回
総
会
を
終
了
し
た
。

蕊Ｆ
ｄ

Ｔ
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が
、
ま
た
、
東
京
大
学
長
矢
内
原
氏
退
職
に
よ
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
茅
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
理
事
に
就
任
さ
れ
た
旨
紹
介
さ
れ
た
。

三
会
長
選
挙
に
つ
い
て

副
会
長
か
ら
、
矢
内
原
会
長
退
任
に
よ
る
後
任
の
会
長
に
つ
い
て
は
、
慣
例
と

と
し
て
は
東
大
の
学
長
が
会
長
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
会
則
で
は
理
事

の
互
選
に
よ
り
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
選
挙
す
る
こ
と
に
願
い
た
い

旨
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
莚
了
承
、
よ
っ
て
早
速
投
票
莚
行
っ
た
結
果
、
次
の
通
り
茅

理
事
が
会
長
に
当
選
し
た
。

理
事
総
数

十
四
名

欠
席
者

一
名

出
席
者

十
三
名

投
票
数

十
三
票

茅
理
事

十
票

森
戸
副
会
長
三
票

次
い
で
茅
氏
、
議
長
席
に
就
き
、
会
長
に
就
任
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

一
一
一
、
矢
内
原
前
会
長
に
対
し
記
念
品
贈
呈
に
つ
い
て
、

会
長
か
ら
、
南
原
元
会
長
に
は
記
念
品
と
し
て
ポ
ー
ダ
ブ
ル
英
文
タ
イ
プ
（
価

格
四
万
一
一
千
円
）
を
贈
呈
し
た
が
、
矢
内
原
前
会
長
に
も
記
念
品
を
当
人
の
希
望

を
聞
い
た
上
で
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
と
諮
ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
江

塘
品
種
等
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
一
任
さ
れ
た
。

四
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
専
門
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い

て

内
田
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
昨
年
秋
の
総

会
に
お
い
て
科
学
技
術
教
育
振
興
の
問
題
莚
と
り
あ
げ
、
専
門
委
員
会
を
置
い

て
研
究
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
ま
で
一
一
一
回
委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
し

た
。
審
議
事
項
は
、

曰
科
学
技
術
教
育
の
基
本
的
考
え
方
（
１
、
目
標
２
、
理
学
と
工
学
と
の
関
連

の
問
題
３
、
他
分
野
と
の
関
係
、
殊
に
経
済
学
、
経
営
学
と
の
関
連
）

。
義
務
教
育
と
高
校
教
育
（
１
、
理
学
教
育
と
語
学
教
育
２
、
高
校
一
般
課
程

と
職
業
課
程
と
の
問
題
、
文
理
分
科
の
可
否
に
就
て
３
、
大
学
進
学
適
性
者
数

（
適
性
素
材
と
社
会
の
要
求
）
４
、
技
能
訓
練
の
問
題
５
、
教
員
養
成
の
問
題

蟻
､-

鰯、

蝿

㈲
大
学
教
育
（
学
部
）
（
１
、
教
員
組
織
の
問
題
、
学
生
数
と
の
比
率
の
問
題

…
…
適
正
授
業
担
当
時
数
（
学
部
及
び
大
学
院
）
２
、
学
科
の
問
題
、
学
科
に

対
す
る
考
え
方
（
基
本
的
の
も
の
に
重
点
を
お
く
べ
き
か
、
細
分
化
を
採
用
す

る
か
）
３
、
一
般
教
育
の
問
題
、
そ
の
問
題
点
と
今
後
の
対
策
窒
甲
学
及
び
保

健
体
育
莚
含
む
）
４
、
研
究
費
の
問
題
５
、
研
究
設
備
の
問
題
と
そ
の
予
算

６
、
大
学
学
部
に
お
け
技
能
教
育
の
問
題

㈲
大
学
教
育
（
大
学
院
）
の
内
容
に
つ
い
て
は
大
体
㈲
と
同
様

②
附
置
研
究
所
と
大
学
と
の
関
連
に
つ
い
て

㈹
地
方
大
学
の
強
化
策

㈹
大
学
予
算
（
総
括
問
題
と
し
て
）

の
七
項
目
で
あ
る
。
現
在
ま
で
曰
、
目
を
審
議
し
た
が
、
ま
だ
結
論
と
し
て
報
告

す
る
こ
と
は
な
い
。
今
ま
で
審
議
し
た
事
項
の
う
ち
耳
新
し
い
問
題
と
し
て
大
学

進
学
適
性
者
数
の
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
日
本
で
は
各
年
令
別
の
知
能
構
成
の
資

料
は
な
い
が
、
知
能
構
成
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
民
族
的
差
異
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
大
学
教

育
に
た
え
ら
れ
る
者
は
知
能
指
数
二
八
以
上
の
者
で
あ
り
、
卒
業
で
き
る
者
は

そ
の
う
ち
一
一
一
五
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
の
同
年
令
構
成
に
あ
て
は
め
る
と
大
学

を
卒
業
で
き
る
者
は
十
一
一
万
人
前
後
に
な
る
。
こ
の
、
ア
メ
リ
カ
の
資
料
に
よ
っ

て
作
っ
た
資
料
は
、
更
に
専
門
家
に
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た

適
正
授
業
担
当
時
数
に
つ
い
て
は
、
講
義
実
験
、
演
習
等
に
適
当
な
フ
ァ
ク
タ
ー

を
掛
け
て
集
計
し
た
結
果
、
週
十
一
一
時
間
が
最
高
で
あ
り
、
担
当
総
時
間
数
は
一

一
一
一
○
○
’
一
、
五
○
○
時
間
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
の
時
間
数
は
一
一
一
○
○
時
間
、
一
ク

ラ
ス
担
当
人
員
は
四
○
’
五
○
名
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

な
お
目
下
審
議
中
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
春
の
総
会
ま
で
に
結
論
が
出
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
に
匡
或
程
度
ま
と
ま
っ
た
も

の
を
春
の
総
会
に
中
間
報
告
し
、
秋
の
総
会
に
結
論
を
報
告
し
た
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
大
学
と
し
て
筋
の
通
っ
た
も
の
を
研
究
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
江

證
緊
急
措
置
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
春
の
総
会
後
に
一
応
の
結

論
を
出
し
、
文
部
大
臣
そ
の
他
関
係
各
方
面
に
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、
今
回
は

時
間
的
に
も
余
裕
を
持
ち
充
分
に
検
討
し
た
い
旨
の
報
告
が
あ
り
、
右
の
報
告
に

関
連
し
て
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

五
、
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
互
選
に
つ
い
て

'￣

鰯
０－
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進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
滝
川
氏
退
任
に
よ
る
後
任
の
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長

の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
よ
り
同
常
置
委
員
会
委
員
で
互
選
中
で
あ
る
が
、

未
提
出
の
者
が
一
名
い
る
の
で
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

六
、
文
理
学
部
の
整
備
問
題
に
つ
い
て

進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
各
大
学
の
意
見
を
照
会
中
で
あ
る
が
、
一

部
回
答
が
ま
だ
来
な
い
の
で
結
論
が
出
て
い
な
い
。
結
論
が
出
次
第
、
報
告
し

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

七
、
要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て

杉
野
目
理
事
か
ら
、
去
る
十
日
稲
田
文
部
次
官
の
所
に
来
年
度
の
予
算
査
定
の

状
況
に
つ
い
て
聞
き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
予
算
の
獲
得
に
つ
き
協
会
の
学
長
方
に

も
協
力
願
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
茅
東
大
学
長
、
内
田
東
京
工
大
学

長
と
共
に
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
、
天
城
会
計
参
事
官
と
ら
打
合
わ
せ
た
結
果
、

科
学
技
術
教
育
の
振
興
は
政
府
が
重
点
施
策
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
裏
付
け
と
な
る
予
算
が
頗
る
不
十
分
な
の
で
㈲
学
生
定
員
の
増
加
に
伴
い
教

官
を
約
百
名
増
加
さ
れ
た
い
。
目
教
官
研
究
費
、
実
験
費
及
び
設
備
費
を
四
十
一

億
円
増
額
さ
れ
た
い
。
目
学
科
増
設
、
学
生
増
募
に
は
教
育
実
験
施
設
が
必
要
で
あ

る
か
ら
、
国
立
文
教
施
設
費
を
最
低
六
億
円
増
額
さ
れ
た
い
と
の
要
望
害
な
国
立

大
学
協
会
の
名
に
お
い
て
文
部
省
そ
の
他
各
関
係
方
面
に
説
明
し
て
お
い
た
か
ら

了
承
願
い
た
い
旨
述
べ
ら
れ
、
追
認
さ
れ
た
。
会
長
か
ら
、
今
後
予
算
等
の
問
題
に

つ
い
て
今
回
の
よ
う
に
緊
急
措
置
を
採
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
が
起
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
か
か
る
場
合
の
臨
時
措
置
を
在
京
の
者
に
お
任
か
せ
願
う
、

勿
論
在
京
の
学
長
の
み
に
限
ら
な
い
で
問
題
に
よ
っ
て
は
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲

の
学
長
と
も
連
絡
を
取
っ
て
臨
機
の
措
置
を
採
る
上
か
ら
、
そ
の
人
選
は
会
長
に

任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
諮
ら
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
会

長
か
ら
、
今
後
、
皆
さ
ん
で
こ
う
い
う
こ
と
を
申
入
れ
る
べ
き
だ
と
お
考
え
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
電
話
で
な
り
何
な
り
で
申
入
れ
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
た
。

八
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て

緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
来
年
度
の
大
学
予
算
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
教
官

研
究
費
の
増
額
を
特
に
強
く
要
望
し
て
い
る
が
、
全
般
的
に
ま
だ
見
通
し
が
つ
い

て
い
な
い
。
第
一
次
の
内
示
で
は
、
教
官
研
究
費
は
一
一
一
十
二
年
度
に
比
し
五
○
パ

ー
セ
ン
ト
増
な
要
求
し
た
の
に
対
し
理
工
系
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
（
三
十
二
年
度
よ

鋼

露蝋遙

り
一
一
一
億
円
増
）
と
な
り
、
学
生
経
費
は
、
一
一
一
十
二
年
度
に
比
し
学
部
学
生
は
四
○

パ
ー
セ
ン
ト
増
、
大
学
院
学
生
は
学
部
学
生
の
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
設
備
費
は
一
一
一
十
二
年
度
と
大
体
同
額
で
あ
る
が
、
ま
だ
十
分
で
な
い
の

で
増
額
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。
学
科
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
は
、
科
学

技
術
教
育
振
興
の
観
点
か
ら
、
学
生
千
名
の
増
募
と
約
十
の
学
科
増
設
を
認
め
る

と
の
原
則
的
な
意
思
表
示
を
し
て
い
る
が
学
生
を
増
や
し
て
も
教
官
は
増
や
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
官
を
増
や
す
こ
と
に
一
番
難
関
が
あ
る
が
、
少
し
ず

つ
で
も
増
や
す
よ
う
に
努
力
し
た
い
。
全
般
的
な
問
題
と
し
て
与
党
と
の
話
合
い

が
始
ま
っ
た
程
度
で
ま
だ
財
源
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本

省
関
係
の
費
用
と
し
て
は
、
科
学
研
究
費
が
一
億
六
千
万
円
、
在
外
研
究
員
の
費

用
が
九
千
七
百
万
円
で
あ
る
。
ま
た
育
英
費
に
つ
い
て
は
、
特
別
奨
学
生
一
万
名

を
従
来
の
奨
学
生
と
別
枠
に
す
る
こ
と
に
し
て
要
求
し
て
い
た
が
、
第
一
次
の
査

定
で
は
五
千
名
と
な
り
、
こ
れ
を
従
来
の
枠
内
で
賄
う
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
経
費
の
節
約
は
大
体
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
文
教
関
係
は
一
一
一
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。
大
蔵
省
で
は
、
就
職
需
要
の
多
い
学
科
の
学
生
は
増
や
し
て
も
よ

い
が
、
就
職
率
の
悪
い
学
科
は
学
生
を
減
ら
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
向
で
あ
り
、

定
員
よ
り
学
生
が
少
い
学
科
を
調
べ
て
い
る
。
ま
た
教
官
の
欠
員
が
全
体
で
約
一
一

千
名
い
る
の
に
こ
れ
を
埋
め
な
い
で
学
科
、
研
究
施
設
を
増
設
し
、
教
官
の
定
員

を
増
や
す
の
は
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
欠
員
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
直
ち

に
ど
う
せ
よ
と
い
う
直
接
の
問
題
は
な
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
会
長
か
ら
、
実

験
講
座
の
研
究
費
は
九
七
万
円
で
あ
る
が
、
戦
前
は
一
万
円
で
あ
っ
た
の
で
物

価
指
数
を
一
一
一
七
○
倍
と
し
て
三
七
○
万
円
が
妥
当
な
額
で
、
’
一
一
一
一
一
年
度
は
一
八
○

万
円
、
一
一
一
十
四
年
度
は
九
○
万
円
増
、
一
一
一
十
五
年
度
は
更
に
一
○
○
万
円
増
に
し

て
一
一
一
年
計
画
で
一
一
一
七
○
万
円
と
し
、
科
学
研
究
費
は
そ
れ
か
ら
重
点
的
に
増
す
の

が
よ
い
と
考
え
て
い
る
旨
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
教
官
を
増
や
さ
な
い
で
ま
た
研

究
費
の
裏
付
を
考
え
な
い
で
学
生
定
員
だ
け
増
や
す
こ
と
は
無
理
だ
か
ら
、
教
官

の
定
員
増
加
を
伴
わ
な
い
学
生
定
員
の
増
加
は
、
大
学
と
し
て
は
引
受
け
な
い
よ

う
に
す
る
が
よ
い
。
ま
た
学
生
定
員
を
増
や
す
場
合
に
は
、
従
来
一
般
教
育
に
ま

ず
、
し
わ
が
寄
っ
て
く
る
か
ら
、
教
養
部
を
強
化
す
る
戸
｝
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
何
時
も
問
題
と
な
る
の
は
教

官
に
欠
員
が
あ
る
点
で
あ
る
。
大
蔵
省
の
担
当
官
も
欠
員
を
急
い
で
補
充
す
る
と

、

鱗

鱒
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第
一
一
回
同
年
十
一
一
月
二
十
五
日
（
水
）

教
官
の
質
が
下
り
全
体
の
レ
ベ
ル
が
下
っ
て
弱
体
と
な
る
事
は
了
解
し
て
い
る

第
一
一
一
回
同
一
一
一
十
一
一
一
年
一
月
九
日
（
木
）

が
、
こ
れ
を
ど
う
し
て
主
脳
者
に
知
ら
せ
る
か
が
問
題
中
の
問
題
で
あ
る
が
、
大

第五回同同一月一一一十日（木）
第
四
回
同
同

学
側
の
意
向
莚
尊
重
し
て
努
力
し
た
い
旨
答
え
ら
れ
た
。

第六回同同一一月十一日（火）
杉
野
目
理
事
か
ら
、
予
算
の
復
活
要
求
に
際
し
文
部
省
莚
支
援
す
る
意
味
で
役

ないようにするというのが役員会の意向であるが、大蔵省が譲歩して一一一月四日（火）
員
会
の
右
の
意
向
を
新
聞
等
で
世
間
に
周
知
さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
と
の
発
言
が

結局会長から役員会の意向を関係者に要望してもらうことになった。会場は毎回、東京大学大講堂内会議室莚使用
あ
り
、
副
会
長
か
ら
、
当
局
に
は
大
体
分
っ
て
い
る
か
ら
、
予
算
を
扱
っ
て
い
る

所
に
会
長
か
ら
話
し
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
一
一
一
、
討
議
し
た
内
容

目
科
学
技
術
教
育
に
対
す
る
大
学
と
し
て
の
基
本
的
考
え
方

１
目
標
１
１
基
本
方
針

古
林
理
事
か
ら
、
教
官
の
定
員
増
加
を
伴
わ
な
い
学
生
定
員
の
増
加
は
引
受
け

２
理
学
と
工
学
と
の
関
連
の
問
題

３
他
分
野
と
の
関
係
、
殊
に
経
済
学
、
経
営
学
と
の
関
連

教
官
を
若
干
増
員
し
た
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に

４
他
分
野
に
対
す
る
科
学
技
術
の
基
本
問
題

つ
い
て
は
劃
一
的
に
決
め
な
い
で
各
大
学
の
自
由
に
任
せ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

ま
た
今
後
は
な
る
べ
く
定
員
ま
で
学
生
を
入
れ
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
等
自
大
学
教
育
（
学
士
課
程
）

６科学技術教育振興に関する１教育組織の問題
の
話
合
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
森
戸
副
会
長
か
ら
、
文
理
学
部
で
は
、
文
科
は
定
員

学
生
数
と
の
比
率
、
適
正
授
業
担
当
時
数

よ
り
学
生
が
多
い
が
、
理
科
は
定
員
よ
り
学
生
が
少
く
、
大
学
に
不
利
な
数
字
が

出
て
い
る
か
ら
、
文
理
学
部
自
身
の
問
題
と
し
て
研
究
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

２
学
科
の
問
題

学
科
に
対
す
る
考
え
方

あ
っ
た
。連絡委員会専門委員△武中間報告（第一次）８一般教育の問題
委員長内田俊一（東工大学長）４大学学部における技能教育の問題

５
学
士
課
程
の
強
化
策

員
大
学
院
課
程
と
附
属
研
究
所

昭
和
一
一
一
十
三
年
四
月
十
九
日

委
員
長
内
田
俊
一

〃古賀逸策（東大教授へ工学部長）１大学院の重要性
一
、
専
問
委
員
会
の
構
成

２
大
学
院
の
充
実

〃大塚明郎（東教大教授、光学研究所長）３附置研究所との関連
委
員
山
内
恭
彦
（
東
大
教
授
、
理
学
部
物
理
学
）

②
大
学
進
学
適
性
者
に
つ
い
て

〃佐衣木重雄（東工大教授、精密工学研・機械工学）１理科教育と語学教育

第一回昭和一一一十一一年十二月十一一日（木）２高校一般課程と職業課程との問題
附
技
能
訓
練
の
問
題

〃
森
田
清
（
東
工
大
教
授
、
理
工
学
部
電
子
工
学
）

３
大
学
進
学
適
性
者
数
と
入
学
試
験
の
問
題

〃
佐
藤
憲
二
（
東
工
大
事
務
局
長
）

４
教
員
養
成
の
問
題

三
開
催
し
た
専
門
委
員
会
「

③
在
外
及
国
内
留
学
生
制
度
の
確
立

為

録
一

鰯
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鰯 ７
役
員
会

４
管
理
上
の
問
題

四
、
審
議
の
結
果
の
取
ま
と
め
方

上
記
六
回
の
会
合
で
、
曰
に
記
し
た
内
容
の
討
議
を
略
交
終
了
し
た
の
で
、
昭

和
一
一
一
十
一
一
一
年
四
月
一
一
十
一
一
日
（
火
）
の
第
七
回
の
専
門
委
員
会
ま
で
に
、
上
記
（

一
一
丁
目
）
を
内
田
委
員
長
（
－
－
－
１
㈲
）
を
大
塚
委
員
、
（
一
一
一
Ｉ
。
）
を
森
田
委
員

（
一
一
一
－
日
）
を
佐
衣
木
委
員
、
（
一
一
丁
目
１
５
）
を
内
田
委
員
長
、
（
’
－
－
１
国
㈹
）

を
佐
藤
委
員
に
お
い
て
取
ま
と
め
、
当
日
を
含
め
二
一
回
程
審
議
し
、
良
い
案
が

ま
と
ま
れ
ば
国
立
大
学
協
会
の
連
絡
委
員
会
を
開
い
て
報
告
し
、
且
つ
、
総
会
に

披
露
検
討
を
願
い
、
若
し
春
期
総
会
に
こ
れ
が
間
に
合
わ
ね
ば
秋
の
総
会
に
延
ば

し
て
、
春
期
総
会
に
は
中
間
報
告
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
申
合
せ
た
。

尚
、
こ
の
間
適
当
な
時
期
を
選
ん
で
大
蔵
省
の
担
当
官
に
も
出
席
を
願
っ
て

懇
談
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

以
上

附
記
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
、
五
、
七
）

開
催
し
た
専
門
委
員
会

第
七
回
昭
和
三
十
一
一
一
年
四
月
二
十
二
日
（
火
）

第
八
回
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
四
月
一
一
一
十
日
（
水
）

な
お
、
第
八
回
専
門
委
員
会
の
際
、
次
の
如
く
会
議
開
催
を
予
定
し
た
。

１
第
九
回
専
門
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
五
月
十
一
一
一
日
（
火
）
）

２
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
（
含
専
門
委
員
）

（
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
六
月
二
日
（
月
）
）

３
第
十
回
専
門
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
十
三
年
六
月
五
日
（
木
）
）

㈹
大
学
予
算

１
大
学
予
算
の
基
本
的
問
題

鐵

２
研
究
費
の
問
題

３
施
設
設
備
問
題

議場日

題所時

昭
和
三
一
一
一
、
四
、
一
九
（
士
）
午
前
十
時

東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

総
会
運
営
に
つ
い
て

趨
轆

文
部
省
緒
方
大
学
学
術
局
長
、
春
山
大
学
学
術
局
大
学
課
長

茅
会
長
司
会
の
下
に
開
会

一
、
昭
和
三
十
一
一
年
度
の
決
算
承
認
に
つ
い
て

進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
別
紙
決
算
書
に
つ
き
説
明
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

一
一
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
予
算
案
承
認
に
つ
い
て

進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
別
紙
予
算
案
の
内
容
に
つ
き
説
明
あ
り
、
異
議
な
く
原

案
を
承
認
可
決
し
た
。

な
お
、
別
紙
財
産
目
録
に
つ
い
て
も
同
様
承
認
さ
れ
た
。
・

一
一
一
、
第
十
六
回
総
会
開
催
期
日
並
び
に
会
場
に
つ
い
て

六
月
十
三
日
（
金
）
、
十
四
日
（
士
）
の
両
日
、
日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
開
催

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
但
し
、
六
月
十
三
日
叉
は
十
四
日
に
文
部
省
主
催
の
学

長
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
総
会
は
大
体
十
一
一
百
全
日
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

四
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

次
期
総
会
に
お
い
て
役
員
全
部
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
会
則
に
よ
り
、
理

事
十
四
名
、
監
事
二
名
を
互
選
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
従
来
の
慣
例
に
よ
り
地
区
“

ご
と
に
互
選
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
固
定
し
な

い
よ
う
に
地
区
に
お
い
て
可
然
計
ら
う
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。

五
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
専
門
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い

て

内
田
専
門
委
員
会
委
員
長
欠
席
に
つ
き
、
代
っ
て
佐
藤
委
員
か
ら
専
門
委
員
会

の
構
成
、
討
論
し
た
内
容
及
び
そ
の
審
議
の
経
過
を
述
べ
、
来
る
四
月
一
一
十
一
百

第
七
回
専
門
委
員
会
を
開
催
し
、
当
日
を
含
め
て
、
な
室
一
回
程
審
議
し
、
案
が

ま
と
ま
れ
ば
連
絡
委
員
会
を
開
い
て
報
告
し
、
且
つ
総
会
に
披
露
、
検
討
を
願
う

予
定
で
あ
る
が
、
若
し
春
季
総
会
に
こ
れ
が
間
に
合
わ
ね
ば
、
秋
の
総
会
に
延
ば

し
て
、
春
の
総
会
に
は
中
間
報
告
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
を
申
合
せ
た
旨
の
報
告

蕊 出
席
者鱸

会
長
、
各
理
事
、
各
監
事
、
各
常
置
委
員
会
委
員
長

（
欠
席
者
）
鰐
淵
理
事
、
戸
田
理
事
、
井
藤
監
事
、
但

し
、
千
葉
大
、
東
工
大
、
名
古
屋
大
は
代
理
者
出
席

鶏

鰻
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鐸
〆

が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
種
々
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
が
、
明
年
度
の
概
算
要
求
に
盛

り
込
む
た
め
に
必
要
な
問
題
は
春
の
総
会
ま
で
に
結
論
を
出
し
て
は
と
の
意
見
に

対
し
て
は
、
と
の
専
門
委
員
会
は
基
本
的
な
問
題
を
掘
下
げ
て
検
討
す
る
の
が
目

的
で
あ
り
、
結
論
を
急
ぐ
あ
ま
り
不
充
分
な
も
の
と
な
っ
て
は
困
る
の
で
あ
く

ま
で
も
目
的
に
そ
っ
て
検
討
を
続
け
る
こ
と
と
し
、
一
面
当
面
の
予
算
問
題
も
重

要
だ
か
ら
と
の
問
題
は
専
門
委
の
報
告
を
参
考
に
し
て
連
絡
委
員
会
で
応
急
措
置

と
し
て
取
上
げ
、
二
本
建
で
進
む
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
会
長
か
ら
、
こ
の
問
題

を
専
門
に
研
究
す
る
に
は
フ
ル
・
タ
イ
ム
に
考
え
る
人
が
必
要
と
思
う
の
で
適
当

な
人
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
充
て
る
た
め
調
査
研
究
費
の
予
算
増
額
の
措
置
を
講
じ
た

い
と
の
提
案
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
大
学
院
に
つ
い
て
は
博
士
課
程
修
了

者
で
学
位
の
授
与
を
受
け
ら
れ
な
い
者
が
あ
る
等
種
を
問
題
が
あ
る
の
で
大
学

院
を
も
つ
大
学
に
お
い
て
次
回
総
会
の
開
催
中
、
適
当
の
時
間
に
懇
談
会
を
開
き

各
大
学
の
事
情
を
報
告
し
合
い
、
討
議
し
よ
う
と
の
話
合
が
あ
っ
た
。

六
、
文
理
学
部
問
題
の
中
間
報
告
に
つ
い
て

右
に
つ
き
、
蝋
山
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
昨
年
四
月
中
に
第
一
常
置

委
員
会
と
し
て
は
、
本
協
会
を
通
じ
て
各
大
学
に
現
状
、
運
営
に
つ
き
困
難
な
点

及
び
文
理
学
部
改
善
案
の
三
点
に
つ
き
解
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
一
一
六
大
学
（
文

理
学
部
を
も
つ
一
四
大
学
を
含
め
て
）
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
整
理
は
十

分
に
で
き
て
い
な
い
。
次
の
総
会
に
は
参
考
と
し
て
印
刷
し
て
配
本
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
第
十
三
回
総
会
に
お
い
て
、
第
一
常
置
委
員
会
と
し
て
は
文
理
学
部

問
題
を
従
来
よ
り
研
究
し
て
き
た
が
、
積
極
的
な
結
論
は
出
な
い
か
ら
一
応
打
切

り
た
い
。
今
後
は
、
当
該
大
学
相
互
間
に
お
い
て
又
は
文
部
省
と
直
接
協
議
さ
れ

た
ら
よ
い
と
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
各
大
学
が
直
接
文
部
省
と
協
議
し
、
又
各
大

学
が
違
っ
た
こ
と
を
や
り
、
又
は
本
協
会
と
離
れ
て
別
行
動
を
と
る
こ
と
は
面
白

く
な
い
と
い
う
の
で
議
論
が
再
燃
し
た
。
第
一
常
置
委
員
会
と
し
て
は
、
一
応
打

切
っ
た
問
題
を
再
び
取
り
上
げ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
そ
の
時
、
偶
支
文
部
省

に
お
い
て
相
当
長
い
間
研
究
し
て
作
成
さ
れ
た
国
立
大
学
組
織
運
営
に
関
す
る
改

善
案
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
新
た
な
構
想
が
浮
ぶ
な
ら
ば
と
い

う
の
で
、
昨
年
九
月
第
一
常
置
委
員
会
を
開
催
し
た
。
し
か
し
文
部
省
案
は
一
般

的
抽
象
的
で
あ
り
、
各
大
学
は
事
情
が
具
体
的
特
殊
的
で
あ
り
、
第
一
常
置
委
員

蟻｜、二

議Ｐ

会
で
は
解
決
で
き
な
い
。
そ
れ
で
関
係
大
学
の
報
告
を
待
と
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
昨
年
十
二
月
「
文
理
学
部
関
係
国
立
大
学
長
協
議
会
（
代
表
関
口
山
形
大

学
長
）
」
か
ら
文
部
省
へ
「
文
理
学
部
の
内
容
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
」
を
提
出

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
同
協
議
会
は
三
回
協
議
し
、
鋭
意
改
善
案
に
つ
い
て
研

究
を
重
ね
た
が
、
複
雑
困
難
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
具
体
化
す
る
ま
で
に

は
、
な
お
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。
灰
閏
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
部
に
は
文

理
学
部
の
現
状
を
改
善
し
な
い
限
り
、
そ
の
充
実
は
考
え
ら
れ
ぬ
と
い
う
主
張
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
関
係
大
学
で
は
、
今
後
も
検
討
を
重
ね

て
で
き
る
だ
け
速
か
に
改
組
の
実
現
を
見
た
い
と
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

そ
の
実
現
に
至
る
間
と
い
え
ど
も
、
こ
の
学
部
が
「
大
学
の
基
と
し
て
の
役
目
」

を
荷
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
認
識
せ
ら
れ
、
現
在
の
施
設
設
備
で
は
そ
の
目
的
を

達
成
で
き
ぬ
か
ら
、
今
後
も
こ
の
学
部
の
充
実
に
つ
い
て
は
予
算
的
に
も
十
分
考

慮
さ
れ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
代
表
関
口
山
形
大
学
長
か
ら
、
こ
の
要
望
書
を

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
要
望
書
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
、
今
後
の
こ
と
は
文
部
省
と
関
係
大
学
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
と
、
差
当

り
設
備
充
実
も
文
部
省
へ
要
望
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
常
置
委
員
会
と

し
て
は
、
積
極
的
に
動
く
意
思
は
な
い
が
、
い
か
に
取
扱
う
べ
き
か
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

と
の
要
望
書
に
対
し
て
は
、
文
部
省
と
し
て
は
意
見
は
確
立
し
て
い
な
い
。
設

備
の
充
実
に
つ
い
て
も
全
体
の
予
算
に
含
め
て
の
こ
と
で
特
に
文
理
学
部
の
予

算
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
大
学
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
の
み
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
茨
城
大
学
長
か
ら
、
文
理
学
部
の
は
っ
き
り
し
た
改

組
案
が
で
き
な
い
間
、
差
別
待
遇
さ
れ
る
の
で
は
困
る
と
述
べ
、
又
森
戸
副
会
長

か
ら
中
央
教
育
審
議
会
や
そ
の
他
の
会
議
に
お
い
て
文
理
学
部
の
問
題
も
関
連

し
て
議
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
早
く
案
を
出
さ
な
い
と
他
か
ら
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
大
学
の
自
治
上
、
自
分
で
で
き
ぬ
か
ら
他
で
作
っ
て
く
れ
と
は
問
題
で
あ

る
。
そ
れ
で
種
々
困
難
は
あ
ろ
う
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
ま
と
め
る
よ
う
に
し
た

い
。
そ
れ
に
は
最
も
縁
も
深
く
、
又
そ
の
担
当
事
項
で
も
あ
る
か
ら
第
一
常
置
委

員
会
で
検
討
し
て
大
体
の
見
当
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
会
長

か
ら
も
、
理
事
会
と
し
て
は
指
図
が
ま
し
い
と
と
左
す
る
権
限
は
な
い
が
、
も
う

少
し
研
究
し
て
も
ら
う
こ
と
は
望
ま
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
第
一
常
置
委
員
会
と

ｌ
肝
』

繍

癖、

鰯
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霞

，
し
て
は
、
次
回
総
会
開
催
直
前
六
月
十
一
一
日
会
合
し
よ
う
と
い
う
こ
と
・
で
あ
っ

た
。

七
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
議
会
に
お
い
て
審
議
中
の
法
律
関
係
と
し
て
は
、

国
立
学
校
設
置
法
、
定
員
法
、
日
本
育
英
会
法
の
一
部
改
正
、
予
算
関
係
と
し
て
は

国
立
大
学
全
体
の
予
算
は
三
百
九
十
九
億
円
、
文
教
施
設
整
備
費
は
本
年
度
は
約

七
億
円
の
増
で
あ
っ
た
が
、
明
年
度
は
一
億
二
千
五
百
万
円
の
増
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
他
鹿
児
島
、
愛
媛
両
大
学
の
新
規
並
び
に
学
年
進
行
に
伴
う
予
算
等
に
つ
き

説
明
が
あ
っ
た
。

鏑

曇痒一
気
．

緑！

蘂１
再＿‐

綴

螺）
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二、会計報告
昭和33年４月19日（士）開催された当協会役員会において承認された、昭和32年度決算、昭和33年
度予算案及び財産目録は次の通りであります。

昭和32年度(皇冑和室菫;鵬)決算 国立大学協会

11,1,

体

貝｜当初予蘂雲し予算現額|決算額|蕊霧昆鑿｜傭科 考

円
2,200,000

円１
０００

円
２，２１３，４６５

１，２２０，０００
４２，８６２

950,603

円
1３，４６５

歳入の部
2，２００

１，２２０
３０

９５０

１．会費
２預金利子
３．前年度繰越額
歳出の部
Ａ事業費

１．総会費

；:墓臺彙薑
４．会報発行費
５．調査研究費
Ｂ事．務費

1,220,000
３０，０００

９５０，０００

OOO

OOO

OOO

０

１２，８６２
６０３

2,200,000 2,200 0００ １，５３４，３０９

７１０，７１８

４２０，１８９
２８，３２４
５８，４８５
７３，６００
１３０，１２０

665,691

950,000 ９５０，０００

４３０，０００
４０，０００
60,000
100,000
320,０００

239,282

９，８１１
１１，６７６
１，５１５

２６，４００
189,880

126,409

:用，学士会館にて総会を開くため調査研究費より流
増３万円

３回分Ｌ
13回分
第12号、13号
原稿料、年末車代等、総会費へ流用減３万円

400,000
４０，０００
60,000
100,000
350,000

庁
・
・
ユ

鴎
④950,000 950.000 8２３．５９１

人件費
備品費
借用料
消耗品費

豊譽鬘
旅費
雑費

｜
叱
釦
汐
印
妬
、
０
釦
０

国家公務員に倣って昇給するため印刷費より流用
増３万円

書棚とＺ§印
総会場、電話料

会報以外の印刷物、人件費へ流用減３万円

郵便切手、はがき、電報料等

コークス、新聞、茶、都内出張等

１
２
３
４
５
６
７
８

690,000
２０，０００

720,000
２０，０００
４０，０００
３０，０００
１０，OOO
5qOOO
３０，０００
５０．０００

７１５，９
８，２
２９，２
６，１

９，２
２８．８

４．０９５

１１，７７０
１０，７７１
２３，８４０

775

21,190
30,000
23.968

４０，０００１

３０，０００１
銘:8881
30,000’
50,ＯＯＯｌ－－－Ｉ

50,000’５０，０００

－蝋|_言::888
」皿q:|一旦QＵＯＯ

26.0弱。 ；傭費
度繰越額

300.000

679,156 679.156

(皇鱗耀離）昭和33年度 予算案
国立大学協会

科 目｜金額 摘 要

歳一J?Ｌの￣~郡司、－－－－－

鵠:::’１．会費
２預金利子
３．前年度繰越額

_鼠Ｌ出一の＿宵Ｌ
Ａ事業費

章’ 1学部当り５千円、 245学部、 計122万５千円
３０，０００
６７５，０００

③
Ｌ

聯1,930,000Ｉ

820,000’総
役

Ｌ
２
ａ

会費
員会費

72大学170人（２日）（茶菓弁当）１回計20万円年２回分
役員等20人１人５百円（茶菓弁当等諸費）１回計１万円年４回分
委員等20人１人５百円（〃）１回計１万円年６回分
１回５万円（５百部）年２回発行
調査会及び研究会（手当、車代､茶菓その他）

400,000
４０，０００
６０，０００
１００，０００
２２０,０００

ｌ’０－ＰⅡ１－‐‐‐‐‐‐‐ｉ‐‐「‐１－Ⅱ１－

費
費
費
》
費

鷆》》務
委会調一事

ａ４５ｌＢ
960,000鱸鰯艫費浦

人
備
借
消
印
通
旅
雑
一

Ｌｚ３４５６Ⅵａｎ

職員３人１人年額平均25万円（賞与、昇給を含む）
机、椅子等購入（現在東大より借用中）
総会場借用及び電話料金等

750,000
２０，０００
４０，０００
２０，０００

0
１

会報以外の印刷
72大学１回平均千円年40回（電報、書留、速達等を含む）

２０，０００｜

;88881
40,000’

150,000’
、

昭和３３
国立

年３月３１日現在
大学協会

財産目録

賢
い
②

1．

金
定
普
合

現
期
通

在
預
預

額
金
金
計

蝿(20万円２口） 400,000円
279,156円

679,156円

2．備品台帳総計額

｛乳薑鬘白鬘ｉｉｉ薑鑿版24鬘票、 石油｝ 59,730円
一

（１７）



蝋 三
“
調
査（
主
と
し
て
国
立
大
学
歳
出
予
算
に
つ
い
て
）

十刈訓厄冊柞非我℃掴壮孵撒北瀬柵休切服蝋椰、叩矼下林舩蝋駕一
本
協
会
の
調
査
統
計
的
資
料
の
一
端
と
も
な
る
意
味
で
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
度
一

鮒轤廊三Ｗ江跳祁嚇勵珊賊脈は聯孜駄諦吃緋鰄割た伊帥獺紺割徽一
戦嘘哨州、仙蹴鮴順柵降順⑰胴城抓搬籾肛糀蝸銚伽脈繩獣刎納糖－
こ
と
を
附
記
す
る
。

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長
佐
藤
憲
三

本
稿
で
述
べ
る
国
立
学
校
の
予
算
は
国
立
大
学
七
一
一
（
併
設
短
期
大
学
一
五
、
及

び
附
属
の
幼
稚
園
三
五
、
小
学
校
七
六
、
中
学
校
八
一
、
高
等
学
校
一
五
、
盲
学
校

一
、
ろ
う
学
校
一
「
附
属
学
校
の
計
二
○
九
」
校
を
含
む
）
、
大
学
附
属
病
院
二
一
一
一
、

大
学
附
置
研
究
所
五
七
、
国
立
短
期
大
学
一
及
び
国
立
高
等
学
校
八
校
の
運
営
に
要

す
る
歳
出
予
算
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
江
が
ら
附
属
学
校
、
国
立
高
等
学
校
の
予
算

は
、
国
立
学
校
全
体
の
予
算
約
四
百
億
円
か
ら
見
れ
ば
寡
少
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

専
ら
国
立
大
学
学
部
、
病
院
、
研
究
所
に
重
点
を
置
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

大
学
の
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
大
学
固
有
の
経
常
的
経
費
の
外
に
、
文
部

省
各
局
課
が
所
掌
す
る
文
教
政
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
事
項
予
算
中
大
学
に

廻
は
さ
れ
る
も
の
も
、
大
学
運
営
上
に
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
事
項
中
大

学
に
直
接
す
る
経
費
と
し
て
は
、
国
立
文
教
施
設
費
及
び
国
立
文
教
災
害
復
旧
費
が

あ
る
。
こ
れ
は
大
学
に
お
け
る
研
究
、
実
験
、
教
育
の
場
に
必
要
な
建
物
の
新
営
、

工
作
物
の
新
設
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
梢
間
接
的
な
関
連
経
費
と
し
て
は
、

科
学
振
興
に
関
す
る
予
算
中
に
組
ま
れ
て
い
る
科
学
研
究
費
交
付
金
、
科
学
試
験
研

究
費
補
助
金
、
研
究
成
果
刊
行
費
補
助
金
、
輸
入
機
械
及
図
書
購
入
費
補
助
金
、
在
外

研
究
員
派
遣
に
関
す
る
経
費
、
其
の
他
内
地
研
究
員
に
関
す
る
経
費
、
学
生
に
対
す

る
も
の
と
し
て
、
育
英
奨
学
に
関
す
る
経
費
、
学
徒
援
護
に
関
す
る
経
費
、
国
立
学

校
教
職
員
に
対
す
る
共
済
組
合
費
の
政
府
負
担
金
此
れ
に
附
随
す
る
諸
経
費
な
ど
が

昭
和
一
一
一
十
三
年
度
国
立
学
校
予
算
小
観

綴

蕊
騨

あ
る
。
尤
も
前
述
の
関
連
的
経
費
の
中
科
学
研
究
費
、
在
外
研
究
員
費
、
内
地
研
究

員
費
、
育
英
奨
学
及
び
学
徒
援
護
に
関
す
る
経
費
の
全
額
が
国
立
学
校
に
配
分
さ
れ

る
訳
で
な
く
、
公
立
、
私
立
の
大
学
そ
の
他
に
対
し
て
も
配
分
さ
れ
る
が
、
大
部
分

は
国
立
大
学
関
係
機
関
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
。

国
立
学
校
関
係
予
算
総
表

前
表
合
計
額
の
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
度
予
算
額
五
百
億
六
千
一
一
一
百
七
十
五
万
円
は
文
部

省
所
管
総
予
算
額
千
五
百
四
十
一
億
五
千
一
一
一
百
二
十
七
万
五
千
円
の
大
凡
一
一
一
二
・
四

％
に
当
り
、
一
般
会
計
総
予
算
額
一
兆
一
一
一
千
百
一
一
十
一
億
一
一
一
千
百
十
六
万
四
千
円
の

大
凡
四
・
八
％
に
当
る
。
国
立
学
校
の
直
接
的
経
費
と
解
す
る
前
表
小
計
の
㈹
の
予

算
額
四
百
一
一
一
十
一
億
百
二
十
五
万
千
円
は
文
部
省
総
予
算
額
の
二
七
％
に
当
り
、
一

般
会
計
総
予
算
額
の
四
・
三
％
に
当
る
こ
と
を
知
る
。

科
学
研
究
費

存
外
研
究
員
費

内
地
研
究
員
費

外
国
人
留
学
生
費

沖
縄
留
学
生
等
費

小
計
の
②

育
英
及
学
従
授
護
関
係
費

国
立
学
校
職
員
共
済
組

合
負
担
金

〈
ロ

計

文
部
省
所
管
総
予
算

一
般
会
計
総
予
算

蕊 放
運
蛍
閂
茜

及
学
陵

鶴Ｉ
￣ジ

１５１

一
、
四
四
一
一
、
□
四
□

一
一
□
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

六Ｖ一一一（□

一一一九、六□□

一
七
、
〈
□
三

一
、
六
一
五
、
〈
一
一
三

四
、
四
四
三
、
’
’
五
四

九
口
｜
、
四
一
一
ロ

ニロ、□六一一一、七五□

一三四、一三一一一、一一七三

一、’一一一一一、一一一一一、一六四

頂
子
曽￣

￣

－－

￣

､

ノミ

ﾆヨ

－
１

二コ

四
一

一

四《、一一一一〈、酉一一七

一
四
三
、
七
《
三
、
六
一
一
七
一

一
、
一
一
一
一
七
、
四
六
四
、
〈
ハ
ロ

一、一一一一一一、ＣＣＣ

ｌ
Ｃ
Ｃ
ｖ
Ｃ
Ｃ
□

六
、
七
一
垂

一一四、ＣＣＣ

一
三
、
六
六
《

一、一一一六〈、一一一〈’

四、一一九七、七一一一六

七一一一一一、〈三一一

度
〒
》
首
方
一
増

掴

一JＩ

￣正

鴎

〈、一一一〈壱、六四八一’
’
七
四
、
《
六
六
、
一
一
〈
四

減
、

－上ず一一一

四一ﾋｺﾞ四四ｺ

＝－ロ－ﾋゴ-tす＝＝￣￣
、、､､、、 、、

＝奎三屋四一フ気＝￣￣

＝うく－にヨ＝￣＝￣四９

＝ノーノミ四ゴ℃￣＝￣￣

（１８）



昭和一一一十一一一年度予算が昭和一一一十二年度予算に比較して相当の増加を見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
前
表
に
示
す
通
り
、
国
立
学
校
運
営
費
に
お
い
て
一
一
一
十
億
四
千

九
百
八
十
九
万
九
千
円
、
国
立
文
教
施
設
費
に
お
い
て
一
億
一
一
千
二
百
八
十
九
万
四

千
円
を
増
加
し
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
大
学
全
部
が
渇
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
臨
時

的
投
資
予
算
で
あ
る
国
立
文
教
施
設
費
の
増
加
は
期
待
通
り
に
は
盛
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
此
の
た
め
に
大
学
に
お
け
る
研
究
室
、
実
験
室
、
講
義
室
等
の
復
旧
と

か
新
営
は
遅
交
と
し
て
進
ま
な
い
結
果
に
至
る
こ
と
は
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
惟
う

に一一一十一一年度予算においてはわが国経済の好況の波に乗って臨時的経費
は或る程度の増加を見たものの、一一一十一一一年度においては国家財政の方針
が
国
民
経
済
を
刺
戟
し
な
い
よ
う
堅
実
な
基
調
を
堅
持
し
、
将
来
の
国
民
経
済
の
安

定
的
成
長
の
基
盤
を
培
う
と
い
う
必
要
さ
か
ら
臨
時
的
経
費
を
増
大
す
る
こ
と
は
避

け
た
と
解
す
る
と
と
ら
で
き
る
が
、
一
一
一
十
四
年
度
よ
り
は
大
学
に
お
け
る
営
造
物
予

算
は
大
幅
に
増
大
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
重
要
施
策
と
し
て
科
学
技
術
と
文
教

の
振
興
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
大
学
に
関
す
る
限
り
は
概
算
計
画
か

ら
判
断
す
る
な
ら
ば
予
算
化
さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
微
弱
な
も
の
で
あ
る
と
思
料
す

る
こ
と
は
強
ち
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さて、前表昭和一一一十一一一年度予算中国立学校固有の運営費について予算
科
目
を
基
と
し
て
大
別
す
れ
ば
次
表
の
如
き
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

1蝿
し－￣川

綱
餓
鍬
維
持
修
繕

夢
今

随
姉
膣
善

鰯

慣
〒
難
鼻
寵
》
一
Ｍ

溌
著
（
｜
筋
一
一
宍
、
言

徹
運
営
費
科
目
別
洵
誼

賞

.､１

画
一

奥
…

円
阿

〕’－－０

』
’
０
一
一
一
『
二
一
一
、
三
患
一
郎

杲
二
Ⅲ

当
一
％ 鐘̄、
’
一
一
「
六
三
、
一
九
一
一
一
８

蝿

園
一
一
師

駅一Ⅲ一一一一、一六一、□雪
千
円

Ｉ

備
考
研
究
所
に
お
け
る
特
殊
設
備
費
は
原
子
核
研
、
物
性
研
、
研
究
用
原
子
炉
等
の
設
備

費
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
経
費
は
次
表
に
示
す
職
員
定
員
六
万
三
千
六
百
七
十
七
人
、
学
生
生
徒

一
一
一
十
万
千
二
十
人
に
対
す
る
教
育
、
研
究
そ
の
他
の
た
め
の
一
年
度
間
の
経
費
で
あ

る
。 特
殊
設
備
費
耐

医
療
関
係
費
弼

馴
蒙
鑪
菖
霧

谷
一
隆
学
更

彦
譽

罠
許
厭
究
員
曹

罠
一
計
研
究
善

同
等
学
佼
生

ｕ
＃

迭
漕
部
群
撤
三

洞
し
戸
川
勺
汗
寸
宣
円
座

従
軍
守
麺
似
雪

職
員
及
学
生
生
徒
予
算
定
員
調

習
船
関
係
善

肖
轡
掴
三

度
織
臓
巨
員
予
》
貢

`鰊

鞠

］

負
…

｢’
Ｌ」

１’’一』一三二一一一一一一一一一
‐
１

鰯

鶴
●附

置
研
尤

（１９）



前
掲
国
立
学
校
運
営
費
科
目
別
内
訳
の
表
に
従
い
、
一
一
一
十
二
年
度
分
同
表
（
会
報

十
二
号
記
載
）
と
比
較
す
る
と
人
件
的
経
費
は
○
・
八
％
の
減
少
を
示
し
て
い
る
が

物
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
○
・
七
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
一
一
士
一
一
年
度

予
算
に
お
い
て
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
係
す
る
事
項
と
し
て
大
学
、
研
究
所
に

お
け
る
研
究
費
の
増
加
、
学
生
に
関
す
る
経
費
、
理
工
系
学
生
増
募
等
の
た
め
の
経

費
の
増
加
が
あ
っ
た
に
外
な
ら
な
い
。
困
に
一
一
一
十
一
一
一
年
度
と
一
一
一
十
一
一
年
度
の
百
分
比

を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

“

多
少
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
学
の
研
究
費
が
大
学
全
体
の
経
費
の
中
の
占
め

る
べ
き
割
合
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
現
今
明
確
な
基
準
が
な
い
。
そ
の
研
究
費

と
称
す
る
中
に
は
色
友
な
経
費
が
包
含
さ
れ
て
お
っ
て
、
而
も
内
容
に
対
す
る
区
分

と
か
比
率
が
は
っ
き
り
さ
れ
て
お
ら
な
い
た
め
に
研
究
者
の
側
か
ら
色
食
の
論
議
の

対
象
に
さ
れ
勝
ち
な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
人
件
的
経
費
物
件
的
経
費
に
関
す
る
大

学
予
算
を
考
え
る
と
、
現
在
の
予
算
は
未
だ
未
だ
平
衡
の
域
に
達
し
て
い
な
い
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
・
前
表
百
分
比
に
お
い
て
物
件
的
経
費
は
一
一
一
十
一
一
年
度
よ
り
一
一
一
十

一
一
一
年
度
に
お
い
て
は
○
・
七
％
と
多
少
の
増
加
を
来
し
て
い
る
も
の
の
満
足
す
べ
き

も
の
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
。
理
工
系
研
究
費
中
多
額
を
要
す
る
光
熱
水
料
等
実
験
上
の
骨

幹
を
な
す
経
費
に
つ
い
て
は
実
績
に
よ
る
予
算
の
組
方
を
す
る
な
り
し
て
特
別
の
方

式
を
採
る
な
ら
ば
、
直
接
研
究
費
の
性
格
も
可
成
明
瞭
に
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う

寶

俶
地
建
物
維
持
修
繕

及
新
営
費

医
療
関
係
善

勿
生
Ｉ
汰
出
』
菌

守
邇
朱
灘
（
》
涌
塞
《
｜
□
・
ユ
［

摩
陪 汁
灼
経
費
一
奎
呂

●

賀
一
一
皇

十
鈩
又
卒
Ｊ
宮
昇
の
〒
曰
刀

黄
か
多
Ｖ
と
か

墜
犯
年
度
一
路
年
度
一
皿
年
度
一
別
年
度
証
年
度
一
説
年
度
一
劃
奔
鴎

ソ
６ 担
一
宝
一
立
澤
鋒

膠調

蝋 辺
四
●
〃
’

四
ｍ

口

引
企
０

ワ
一
Ｊ
／
刀

ｗ
ツ
ア
｝
ｒ
尺
□

盃
斯
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
営
管
理
の
面
に
便
宜
を
与
え
る
こ
と
は
蓋
し
多
大

な
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
一
一
一
十
三
年
度
に
お
い
て
増
加
し
た
予
算
の
主
た
る
も
の
は
組
織
を
通
じ
人
件

的
経
費
に
つ
い
て
は
新
規
事
項
に
伴
う
教
官
其
他
の
増
員
に
よ
る
俸
給
手
当
等
の
増
‐

加
、
職
員
の
昇
給
に
よ
る
必
然
的
増
加
に
よ
る
平
均
額
の
増
加
に
よ
る
も
の
を
合
せ

約
十
六
億
八
千
余
万
円
、
物
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
研
究
事
項
に
対
す
る
増
加
額
約

六
億
一
一
千
万
円
、
学
生
関
係
費
に
お
い
て
約
一
億
八
千
万
円
、
営
繕
関
係
に
お
い
て

約
八
千
万
円
、
大
学
病
院
関
係
約
一
一
億
一
一
一
千
万
円
、
研
究
所
関
係
一
一
億
六
千
万
円
、

合
計
約
一
一
一
十
億
五
千
万
円
に
達
し
て
い
る
。
次
に
組
織
別
の
増
加
額
の
大
要
を
示
す

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
国
立
学
校
の
分

jH1Ji
量
療
関
係
箸

勿
止
十
出
測
雰
陸
鐸
貞
一
八

汁
釣
廻
勾
極
寒

地
建
牧
修
繕
縮
提
一
Ａ

一
一
、
大
学
附
属
病
院

●、

鋒

分
一
増
加
額
一
増
な
の
陵
霧

△

匿緬齪鵡献蝉馴鵬》

設
置

毘
児
島
大
学
対
属
癌

帥
総
旧
犀

Ｉ

綴

鍼

（２０）
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認
鱸
議
蕊
議
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辨・・叩く》錘辨辮》》》》》》（》・一・》・》・

舞鶴》

一・一）一・・』
、．雪
国

～_一一一一二三一-－－-－一一一一

曇其
他

実
習
船
関
係
費

鍛
蒋
鯲
鍬
鱸
「

旅
費

物
件
的
経
費

１
１
鳳
刊
刈
研
劉
勵
柵

大
学
院
設
置
及
整

備学
部
創
設
、
学
科

新
設
、
講
堂
増
設

等研
究
施
設
新
設
及

整
備

臨
時
事
業
費

合
諸学患特

殊
施
設
関
係

附
属
学
校
整
備

教
官
等
の
増
員
に

伴
う
経
費

外
国
人
留
学
生
費

節
約
額

自
然
減
少

士
地
建
物
維
持
修

繕
新
営
等

設
備
充
実

者
診

用
患
者
研

設
備
整

鰯、
附
置
研
究
所

計備究療

△△ △

夷
、
〈
〈
七
梛
瀧
認
佛
圓
粥
営

冤
、
一
一
一
一
一
農
場
演
習
林
等

一
全
一
一
一
ご
学
級
増
加

一一一一、六□□

《
、
壱
一
六
在
日
外
国
人
留
学
生

一
望
、
九
実
研
究
費
等
の
節
約
３
％

１
５
％

三一、□一一一一

宝
、
〈
一
天
各
所
修
繕
費
単
価
増
等

酉、六七一一

毛
、
《
実
自
然
減
少 獄

九三、一一一三

五三七、一一一一一

妻
三
一
一
鍵
繩
興
に
よ
る
学
科

鳩一一一一新規事業

七一一一、四一一七

二一二伽灘鰄測、国際重力

【、犬七綱轄、設備更新、学
九
、
一
一
一
一
一
農
場
演
習
林
等

〈
、
一
六
四

、一一一九三

、一一三〈 鞭
物
新
営
に
伴
う
設
備

蕊
くふ
率

ｌ１ｉｉｌＬ一、一一四一一一、酉六一

一一一一一、一一一四三

一九六、七一一一

ヵＶ三一一一一

九
、
セ
ロ
□

壱
、
七
三
六
、
三
六
三
一
七
、
一
九
九
、
一
一
四

四
〈
七
Ｖ
六

一一一九、へ

一一一二、未
↓
Ⅱ
Ⅱ
別
１
１

年
度
一
鑓
年
度
一

利Ⅷ割引訓割引引到一

瞬『鴎瀧一 Ｉ

一Ｖ一六〈、〈一一一三

一一一一雲●ん七一一

一
一
一
四
、
四
一
七

三
、
へ
七
三□

、

－－－－－
附
、
大
学
関
係
才
入
予
算
に
つ
い
て

昭
和
一
一
一
十
三
年
度
文
部
省
主
管
才
入
予
算
中
、
国
立
学
校
、
大
学
附
属
病
院
、
研

究
所
等
に
関
係
す
る
も
の
は
次
表
の
通
で
あ
る
が
、
国
立
学
校
等
の
一
一
一
十
一
一
一
年
度
才

出
予
算
額
一
一
一
百
九
十
九
億
八
千
一
一
一
百
九
十
万
余
円
の
中
自
体
収
入
予
算
額
八
十
六
億

千
八
百
七
万
余
円
の
差
額
一
一
一
百
十
一
一
一
億
六
千
五
百
八
十
一
一
一
万
余
円
は
政
府
支
出
金
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
才
出
予
算
額
の
約
一
一
一
一
％
が
収
入
支
弁
に
相
当
す
る
訳
で
あ

る
。

原
子
炉
購
入

望
遠
鏡
購
入

研
究
所
設
備

減
少
額

〈ロ
計

究
関

ＤＵＩＩ弓

電

鞠。

△

ノミ

、

￣

酉

△

箸
ノー

△△

乙譲］、憩一」柄童
一一一三へ、ハロニ

一一一一一一一Ｖ〈ＰＣ

九九、一一一九〈

｜
ロ
ロ
、
ご
ロ
ロ

四九、六一一一一一

六
五
、
六
四
四

’一一、〈ハロ

一一一、一一一□一一

〈
三
三

自
然
減
少

新
規
事
業

自
然
減
少 Ｉ

、一一一、一六一、Ｃ酉□

－－

ノ、＝＝＝
＝三三プ山一tゴ
、、､､、

■回ノミ三四ラ士く
＝ノミ四＝酉
＝（＝）。Pｂプ山三五

醗
一

一一、〈□一一、’’一一一三

一一〈、一己□

一一六、一一一壱

一一六，一一一七□

一一〈一一一Ｖ□一一一四

一＝－－－－－

（２１）



鰯

授
業
料
及
入
学
料
検
定
料
等

寄
宿
料

病
院
収
入

受
託
調
査
試
験
及
役
務
収
入

物
品
売
払
丁
収
」
入

用
途
指
定
寄
付
金
収
入

今
ロ

計

区 国
立
学
校
関
係
才
入
予
算
額

鰯

分

3３

年六、つ一一一〈、一一一九

〈
、
六
一
く
い
ロ
ゼ

、士□一一、九

三くれ、一一一〈酉

函□、一一一率《

冥
一、

一

一

￣

度表
ハ
ロ露

］鍵

千
円

一、〈．

3２

年
度酉□、一一一九六

垂、三一一一、七一一一〈

四一一、三言一夫

〈、□一一一℃一〈

以
上

千
円

、ハロセ、三一一一〈

六
一
一
、
造

易＜
、
一

一

四

こ。

騨
癖

夜

③

範．

（２２）





第
八
条
役
員
の
職
務
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

－
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

一
一
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
孜
が
鐸

第
一
章
総

Ｉ貝

第
一
条
本
会
ぱ
、
国
立
大
学
協
会
と
称
す
る
・

第
二
条
本
会
は
、
国
立
大
学
相
互
の
緊
密
な
連
絡
と
協
力
に
よ
り
、
そ
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
ぶ
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

－
国
立
大
学
の
振
興
に
つ
き
必
要
な
調
査
研
究

二
一
教
授
お
よ
び
研
究
上
に
お
け
る
大
学
相
互
の
協
力
援
助
に
関
す
る
事
項

一
一
一
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
四
条
本
会
の
事
務
所
は
、
東
京
都
東
京
大
学
構
内
に
置
く
。

第
二
章
会

員

第
五
条
本
会
は
、
国
立
大
学
を
会
員
と
し
て
組
織
す
る
。

第
三
章
役

員

第
六
条
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

－
会
長

一
人

二
副
会
長

一
人

三
理
事

十
四
人
（
会
長
、
副
会
長
を
含
む
）

四
監
事

二
人

第
七
条
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
総
会
で
会
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

蝿１
、
国
立
大
学
協
会
会
則

代
理
す
る
。

三
理
事
は
、

四
監
事
は
、

四
、
彙
報

鰯

理
事
会
を
組
織
し
、
本
会
運
営
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
。

会
計
を
監
査
す
る
。

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、

｜蔀・蝋
．

Ｉ

そ
の
職
務
を

８
議
事
は
、
す
べ
て
出
席
者
の
過
半
数
で
定
め
る
。

第
十
一
条
総
会
は
、
毎
年
一
回
会
長
が
招
集
す
る
。
但
し
、
会
長
が
必
要
と
認
め

た
と
き
叉
は
会
員
拾
名
以
上
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は
、
臨
時
に
総

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
二
条
理
事
会
は
、
毎
年
三
回
以
上
会
長
が
招
集
す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
三
条
特
別
の
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
は
、

理
事
会
の
議
を
経
て
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
・

第
五
章
会

計

第
十
四
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
五
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日

で
終
る
。

第
六
章
雑

Ⅱ貝

第
十
六
条
こ
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

第
十
七
条
本
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
た
め
、
理
事
会
の
議
を
経
て
必
要
な
職
員
を

置くことができる。Ｉ
附

貝

第
十
八
条
こ
の
会
則
は
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
一
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
条
本
会
の
会
議
は
、
総
会
お
よ
び
理
事
会
と
す
る
。

２
総
会
お
よ
び
理
事
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
総
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け

第
九
条
役
員
の
任
期
は
、
一
一
年
と
す
る
。
但
し
、
再
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
補
欠
に
よ
っ
て
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

れ
ば
議
事
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

鰯

第
四
章
会

議

認
、
､

（

鯵

韓

（２３）



２
、
国
立
大
学
協
会
役
員
一
覧
表

会
長
（
理
事
）

茅
誠

司
（
東
京
大
）

副
会
長
（
〃
）

森
戸
辰
男
（
広
島
大
）

理
事

杉
野
目
晴
貞
（
北
海
道
）

黒
川
利
雄
（
東
北
大
）

〃

小
林
政
一
（
千
葉
大
）

〃

内
田
俊
一
（
東
工
大
）

〃

江
国
正
義
（
横
浜
国
）

〃

戸
田
正
一
二
（
金
沢
大
）

〃

勝
沼
精
蔵
（
名
古
屋
）

〃〃
平

沢
輿
（
京
都
大
）

正
田
建
次
郎
（
大
阪
大
）

〃

大
泉
行
雄
（
香
川
大
）

〃〃
山

田
穣
（
九
州
大
）

鰐
淵
健
之
（
熊
本
大
）

〃監
事

井
藤
半
弥
○
橋
大
）

古
林
喜
楽
（
神
戸
大
）

〃３
、
各
常
置
委
員
一
覧
表
（
不
順
）

職

第
一
常
置
委
員
会
（
大
学
の
組
織
、
制
度
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

蝋
山
政

委
員

佐
藤
武

〃
安

達

〃
平

沢

〃
古
林
圭
曇

〃
山

田

鰐
淵
健

〃

野
村
武

〃

江
国
正

〃

香
川
冬

〃

鰯

寧

蝋

道
（
お
茶
の
水
女
子
）

雄
（
信
州
大
）

槙
（
山
梨
大
）

輿
（
京
都
大
）

楽
（
神
戸
大
）

穣
（
九
州
大
）

之
（
熊
本
大
）

衛
（
三
重
大
）

義
（
横
浜
国
）

夫
（
愛
媛
大
）

〃
関

口
勲
（
山
形
大
）

加
茂
儀
一
（
小
樽
商
）

〃第
二
常
置
委
員
会
（
学
科
課
程
、
入
学
試
験
等
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

小
林
政
一
（
千
葉
大
）

委
員

渡
辺
方
次
郎
（
秋
田
大
）

〃
西

成
甫
（
群
馬
大
）

山
田
良
之
助
（
静
岡
大
）

〃

｝
唾
藤
隆
次
（
埼
玉
大
）

〃

黒
川
利
雄
（
東
北
大
）

〃

久
保
佐
士
美
（
高
知
大
）

〃〃
草

場
勇
（
大
分
大
）

中
沢
良
夫
（
諒
鰄
随
）

〃

二
口
井
義
次
（
岐
阜
大
）

〃

甲
斐
一
二
郎
（
宮
崎
大
）

〃第
一
二
常
置
委
員
会
（
学
生
の
補
導
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

東
竜
太
郎
（
茨
城
大
）

委
員

阿
部
久
次
（
福
島
大
）

岩
崎
真
澄
（
和
歌
山
）

〃

一
二
浦
百
重
（
鳥
取
大
）

〃

福
田
得
士
。
（
鹿
児
島
）

〃

嘉
村
平
八
（
九
州
工
）

〃第
四
常
置
委
員
会
（
学
生
の
厚
生
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

戸
田
正
三
（
金
沢
大
）

委
員

古
屋
野
宏
平
（
長
崎
大
）

桟
井
栄
資
（
東
京
商
船
）

〃

篠
山
武
次
郎
（
輔
鯨
鰍
擁
）

〃

山
内
得
立
（
京
都
学
）

〃〃
長

尾
優
（
東
医
歯
）

山
内
源
登
（
字
都
宮
）

〃

野
村
七
録
（
弘
前
大
）

〃

平
沢
俊
雄
（
大
阪
外
）

〃

慰秒

櫻

ｅ

蛾

醗
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鰯第
五
常
置
委
員
会
（
大
学
間
の
協
力
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

寺
沢
寛
一
（
電
気
通
）

委
員

正
田
建
次
郎
（
大
阪
大
）

〃
上
野
直
昭
（
東
京
彗
云
）

〃
梅
原
真
隆
（
富
山
大
）

〃
児
玉
桂
一
二
（
徳
島
大
）

〃
今
中
次
暦
（
佐
賀
大
）

〃
長
谷
川
万
全
ロ
（
福
井
大
）

〃
早
坂
一
郎
（
島
根
大
）

〃
大
賀
息
二
（
室
蘭
工
）

第
六
常
置
委
員
会
（
大
学
財
政
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

丼
藤
半
弥
○
橋
大
）

委
長

岩
崎
民
平
（
東
京
外
）

〃
田
所
哲
太
郎
（
縦
市
広
畜
）

〃
大
畑
文
七
（
滋
賀
大
）

〃
鈴
木
重
雄
（
四
石
手
大
）

〃
杉
野
目
晴
貞
（
北
海
道
）

〃
内
田
俊
一
（
東
京
工
）

〃
圭
口
田
正
男
（
東
京
農
）

〃
勝
沼
精
蔵
（
名
古
屋
）

〃
漬
水
勤
二
（
各
古
屋
工
）

〃
大
泉
行
雄
（
香
川
大
）

〃
大
羽
真
治
（
神
商
船
）

〃
石
橋
忠
次
（
福
岡
学
）

第
七
常
置
委
員
会
（
教
員
養
成
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

付
上
俊
亮
（
東
京
学
）

委
員

朝
永
振
一
郎
（
東
京
教
）

〃
武
田
一
郎
（
北
海
道
学
）

〃
八
木
日
出
雄
（
岡
山
犬
）

〃
小
池
敬
事
（
新
潟
大
）

銃

ＩＦ？

鐘

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃委委
員

員長

４

第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員

大
塚

博
北
海
道
大
学
学
生
部
長

５
、
各
専
門
委
員
一
覧
表

〃〃〃〃〃

、

内
藤
卯
三
郎
（
愛
知
学
）

藩
合
太
郎
（
奈
良
女
）

稲
荷
山
資
生
（
奈
良
学
）

北
川
久
五
郎
（
大
阪
学
）

田
中

晃（郭跣Ⅱ耐脈）

科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会

鰯

瀞

内
田
俊
一
（
東
工
大
）

平
沢

輿
（
京
都
大
）

山
田

穣
（
九
州
大
）

蝋
山
政
道
（
お
茶
の
水
女
子
）

江
国
正
義
（
横
浜
国
）

小
林
政
一
（
千
葉
大
）

渡
辺
万
次
郎
（
秋
田
大
）

遠
藤
隆
次
（
埼
玉
大
）

山
田
良
之
助
（
静
岡
大
）

寺
沢
寛
一
（
電
気
通
）

正
田
建
次
郎
（
大
阪
大
）

情
水
勤
二
（
名
工
大
）

大
畑
文
七
（
滋
賀
大
）

杉
野
目
晴
貞
（
北
海
道
）

村
上
俊
亮
（
東
京
学
）

武
田
一
郎
（
北
海
学
）

北
川
久
五
郎
（
大
阪
学
）

晃（郭腱Ⅱ耐鰍）
田

中

銭

副關鬮
～

（２５）



鱒 鈴
木
廉
三
九

東
北
大
学
学
生
部
長

柏
木

嵩
千
葉
大
学
学
生
部
長

斯
波
義
慧

東
京
大
学
学
生
部
長

鎌
田
正
宣

東
京
学
芸
大
学
教
務
補
導
部
長

下
水 寸

康
東
京
教
育
大
学
厚
生
補
導
部
長

久
武
雅
夫

一
橋
大
学
厚
生
補
導
部
長

田
崎
忠
勝

信
州
大
学
厚
生
補
導
部
長

難
波
得
三

金
沢
大
学
学
生
部
長

木
村
作
治
郎

京
都
大
学
学
生
部
長

須
賀
太
郎

名
古
屋
大
学
学
生
部
長

平
塚
錦
平

広
島
大
学
補
導
部
長

九
山
国
雄

山
梨
大
学
学
生
部
長

瀬
尾
愛
三
郎

九
州
大
学
学
生
部
長

石
原
道
博

茨
城
大
学
学
生
部
長

森
河
敏
夫

大
阪
大
学
学
生
部
長

第
六
常
置
委
員
会
専
門
委
員

進
藤
小
一
郎

東
京
大
学
事
務
局
長

佐
藤
憲
三

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長

石
川
仁
作

東
京
教
育
大
学
事
務
局
長

藤
野

正
一
橋
大
学
事
務
局
長

科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
専
門
委
員

委
員

山
内
恭
彦

東
大
教
授
・
理
学
部
物
理
学

〃
古
賀
逸
策

東
大
教
授
・
工
学
部
長

〃
大
塚
明
郎

東
教
大
教
授
・
光
学
研
究
所
長

〃
佐
交
木
重
雄

東
工
大
教
授
・
精
密
工
学
研
・
機
械
工
学

〃
森
田

清
東
工
大
教
授
・
理
工
学
部
電
子
工
学

〃
佐
藤
憲
一
二

東
工
大
事
務
局
長

６
、
要
望
書

こ
の
た
び
国
立
大
学
協
会
第
十
五
回
総
会
を
開
き
、
国
立
大
学
に
お
け
る
教
育
、

爾

奪影

蝋）

研
究
、
運
営
等
に
つ
い
て
熱
心
に
検
討
審
議
し
た
。
最
近
世
界
各
国
に
お
け
る
科
学

の
目
覚
ま
し
き
進
歩
発
展
に
世
人
は
驚
嘆
し
、
我
国
に
お
い
て
も
科
学
技
術
教
育
振

興
の
必
要
が
国
会
で
決
議
さ
れ
、
政
府
の
施
策
と
し
て
も
取
り
あ
げ
ら
れ
よ
う
と
す

る
に
至
っ
た
。
科
学
の
進
歩
、
産
業
経
済
の
発
展
、
そ
し
て
民
生
の
安
定
と
福
祉
は

大
学
に
お
け
る
豊
か
な
教
育
と
研
究
と
に
負
う
と
こ
ろ
最
も
多
く
、
そ
の
基
礎
的
基

盤
な
く
し
て
は
科
学
技
術
の
発
達
を
期
し
難
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
わ
れ
わ

れ
国
立
大
学
を
管
理
す
る
者
は
、
鋭
意
こ
の
国
民
の
期
待
に
そ
う
た
め
努
力
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
わ
が
国
立
大
学
の
現
状
を
以
て
し
て
は
、
何
ほ
ど
の

事
も
出
来
な
い
こ
と
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
の
国
立
大
学
が
世
界
の
水
準

に
比
し
て
最
新
の
施
設
設
備
に
お
い
て
甚
だ
劣
る
の
み
で
な
く
、
既
存
の
施
設
設
備

は
甚
だ
老
朽
化
し
て
、
実
情
を
視
察
し
た
外
国
の
学
者
も
、
日
本
の
国
会
議
員
も
唖

錠
芝
し
て
驚
く
有
様
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
常
に
寒
心
の
至
に
堪
え
ざ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
国
立
大
学
協
会
総
会
の
都
度
毎
回
そ
の
負
担
の
重

大
な
る
を
思
い
、
大
学
の
施
設
設
備
、
改
善
充
実
、
教
官
研
究
費
、
研
究
旅
費
、
学
生

経
費
、
及
び
運
営
諸
経
費
等
の
増
額
に
つ
い
て
政
府
に
時
に
は
国
会
に
具
情
す
る
と

と
久
し
き
に
わ
た
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
き
の
第
十
四
回
総
会
に
は
最
も
緊
急
と
す
る

主
要
事
項
を
纏
め
、
委
曲
を
つ
く
し
て
要
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
戦
前
帝
国
大
学

に
お
け
る
実
験
講
座
一
講
座
当
り
物
件
費
一
万
円
、
当
時
そ
れ
で
も
不
足
を
訴
え
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
現
今
の
物
価
に
換
算
す
れ
ば
四
○
○
万
円
と
な
る
。
之

に
対
し
、
現
行
予
算
の
実
験
講
座
は
九
七
万
円
で
あ
る
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て

も
、
現
在
の
国
立
大
学
の
貧
弱
お
し
て
知
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
戦
前
に
比
し
大
学
の
経

費
が
実
質
的
に
甚
だ
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た

文
部
省
在
外
研
究
員
に
つ
い
て
見
る
も
、
例
を
東
京
大
学
に
と
っ
て
い
へ
ば
、
戦
前

に
あ
っ
て
は
毎
年
一
学
部
か
ら
一
名
づ
つ
（
七
学
部
あ
っ
た
か
ら
、
計
七
名
）
二
ヶ

年
の
在
外
研
究
員
を
派
遣
さ
れ
た
の
に
対
し
、
現
在
に
お
い
て
東
京
大
学
全
体
に
対

し
て
一
ヶ
年
の
在
外
研
究
員
（
Ａ
項
）
二
名
、
一
一
一
ケ
月
の
在
外
研
究
員
（
Ｂ
項
）
二

名
が
割
当
て
ら
れ
る
実
情
に
あ
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
更
に
手
薄
で
あ
る
。
建

物
、
研
究
室
、
実
験
室
、
図
書
館
そ
の
他
の
不
備
不
足
は
一
食
例
示
す
る
こ
と
莚
省

く
が
、
こ
の
よ
う
な
物
的
に
も
人
的
に
も
不
十
分
な
国
立
大
学
の
陣
容
を
も
っ
て
、

急
速
度
で
進
歩
す
る
学
問
の
研
究
と
教
育
に
従
事
し
、
国
民
の
将
来
を
築
い
て
行
く

こ
と
は
実
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
痛
感
し
、
国
の
将
来
の
た
め
に
憂
慮

癖

鰄

鰯
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畷に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
費
多
端
と
は
い
え
、
国
会
と
政
府
が
こ
の
際
相
当

に
思
い
切
っ
た
大
学
諸
経
費
の
大
幅
増
額
に
つ
い
て
早
急
に
措
置
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

切
望
す
る
。

第
十
五
回
総
会
の
総
意
に
よ
っ
て
こ
こ
に
要
望
害
を
提
出
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
一
一
一
十
一
一
年
十
一
月
一
一
十
九
日

国
立
大
学
協
会

殿
会
長
矢
内
原
忠
雄

右
要
望
書
の
提
出
先

松
永
文
部
大
臣
（
正
本
）
稲
田
事
務
次
官
（
写
）
緒
方
大
学
学
術
局
長
（
写
）

天
城
会
計
事
務
官
（
写
）
春
山
大
学
課
長
（
写
）

岸
総
理
大
臣
、
一
万
田
大
蔵
大
臣
、
石
原
主
計
局
長
、
益
谷
衆
議
院
議
長
、

松
野
参
議
院
議
長
、
長
谷
川
衆
議
院
文
教
委
員
長
、
秋
山
参
議
院
文
教
委
員

長
、
三
木
自
民
党
政
務
調
査
会
長
、
日
本
社
会
党
政
策
審
議
会

（
以
上
何
れ
も
正
本
）

７
、
国
立
大
学
入
学
試
験
の
時
期
に
つ
い
て
の

要
望
書

国
立
大
学
の
入
学
試
験
施
行
の
時
期
が
一
一
期
に
区
分
さ
れ
、
各
大
学
が
そ
の
い
ず

れ
か
に
二
分
さ
れ
て
い
る
現
行
制
度
に
つ
い
て
数
年
の
経
験
に
基
い
て
各
大
学
に

種
交
の
希
望
が
あ
り
、
問
題
が
あ
る
の
で
本
協
会
の
第
二
常
置
委
員
会
に
お
い
て
検

討
の
結
果
、
こ
れ
を
総
会
に
は
か
り
「
入
学
試
験
時
期
の
一
期
一
一
期
を
従
来
通
り
存

置
し
て
そ
の
何
れ
に
す
る
か
は
各
大
学
の
希
望
に
基
き
全
体
の
立
場
か
ら
考
慮
調

整
す
る
こ
と
。
但
し
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
の
入
学
試
験
は
既
定
の
通
り
に
て
行
う
こ

と
」
と
決
議
し
ま
し
た
の
で
右
の
趣
旨
に
副
う
て
善
処
せ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

昭
和
一
一
一
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日国
立
大
学
協
会

会
長
矢
内
原
忠
雄

文
部
省

癖

Q

l59霧

蝿

８
、
大
学
教
官
併
任
お
よ
び
兼
業
に
つ
い
て
の

意
見
書

昭
和
一
一
一
十
二
年
七
月
二
十
一
一
日
付
文
人
任
第
一
○
○
号
を
も
っ
て
、
文
部
省
大
臣

官
一
房
人
事
参
事
官
か
ら
、
全
国
国
立
大
学
長
に
対
し
、
職
員
は
職
務
の
遂
行
に
当
っ

て
は
全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
近
時
併
任

お
よ
び
兼
業
の
増
加
に
伴
い
、
や
や
も
す
れ
ば
職
務
の
遂
行
に
支
障
を
来
ず
お
そ
れ

な
き
を
保
し
難
い
の
で
服
務
の
厳
正
を
期
す
る
た
め
と
称
し
、
併
任
お
よ
び
兼
業

に
関
す
る
発
令
、
同
意
、
許
可
、
承
認
の
基
準
十
四
項
目
の
通
知
が
あ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
特
に
左
の
一
一
一
点
に
つ
い
て
文
部
当
局
の
反
省
を
促
す
も
の

で
あ
る
。

曰
国
家
公
務
員
法
の
制
定
せ
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
特
に
教
育
公
務
員
特
例
法
が
制

定
さ
れ
、
国
立
大
学
に
お
け
る
教
官
の
身
分
、
進
退
、
服
務
等
の
特
異
性
を
確
認

し
て
、
特
例
を
設
け
た
の
は
、
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に

他
な
ら
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
同
法
第
一
一
十
一
条
に
お
い
て
国
立
大
学
の
教

官
が
教
育
関
係
の
併
任
兼
業
左
な
す
場
合
、
一
般
公
務
員
の
枠
外
と
し
文
部
省

の
承
認
に
委
せ
ら
れ
た
の
も
全
く
同
一
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
国
立
大
学
は

新
制
度
と
し
て
発
足
し
て
以
来
十
一
一
年
を
経
た
が
、
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
た
り
一

時
に
多
数
の
大
学
が
創
設
さ
れ
た
関
係
上
、
施
設
、
経
費
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず

教
官
定
員
の
不
足
も
甚
だ
し
く
、
ま
た
専
門
に
よ
り
て
は
適
当
な
教
官
を
得
る
声
一

と
に
困
難
を
感
ず
る
実
情
で
あ
っ
て
教
育
研
究
は
将
に
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と

い
う
も
過
言
で
は
な
い
。
我
交
は
大
学
の
使
命
の
重
大
な
る
に
鑑
み
、
か
か
る
乏

し
き
中
に
お
い
て
次
善
の
策
と
し
て
国
立
大
学
相
互
協
力
を
申
合
せ
、
国
立
大
学

協
会
内
に
大
学
間
の
協
力
に
関
す
る
常
置
委
員
会
を
設
置
し
て
こ
の
問
題
の
推
進

に
努
力
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
前
記
人
事
参
事
官
の
通
知
は
、
「
管
理
的
職
務
に
つ
い
て
い
る
者
が
勤

務
時
間
の
重
複
す
る
他
の
機
関
の
官
職
を
併
任
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
「
遠
隔
の

地
に
あ
る
機
関
の
官
職
を
併
任
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
な
ど
形
式
的
で
あ
っ
て

一
率
に
監
督
規
正
す
る
が
如
く
感
ぜ
ら
れ
ろ
節
が
あ
り
か
つ
そ
の
運
用
に
あ
た
つ

大
学
学
術
局
長
緒
方
信
一
殿

鰯

錨

瀞

蝿

（２７）



鱸

て
も
こ
の
よ
う
な
機
械
的
な
規
準
に
照
し
て
大
学
よ
り
の
上
申
を
拒
否
し
た
実
倒

が
あ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
甚
だ
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
と
よ
り
併

任
兼
業
が
あ
ま
り
多
く
な
っ
て
そ
の
た
め
本
務
で
あ
る
教
育
研
究
莚
妨
げ
る
戸
一

と
な
き
よ
う
大
学
自
ら
が
統
制
し
自
粛
す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
が
個
交
の
場
合
に

つ
い
て
そ
の
必
要
と
実
情
を
最
も
よ
く
判
断
し
得
る
も
の
は
大
学
自
体
で
あ
っ
て

こ
れ
は
大
学
の
自
主
的
運
営
に
委
ね
ら
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
し
か
る
に
文
部
当

局
が
前
記
通
知
の
基
準
を
機
械
的
に
適
用
し
て
大
学
人
事
に
関
与
す
る
に
お
い
て

は
、
大
学
間
の
協
力
と
大
学
に
お
け
る
研
究
教
育
の
実
施
上
円
滑
適
正
を
欠
く
恐

れ
な
し
と
せ
ず
、
又
こ
れ
ま
で
に
お
い
て
実
際
に
そ
の
憾
み
を
感
ぜ
し
め
た
こ
と

が
な
い
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
文
部
当
局
は
右
通
知
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
大
学

の
自
主
性
を
尊
重
す
る
よ
う
、
特
に
留
意
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

○
大
学
は
併
任
兼
業
の
上
申
に
際
し
て
は
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
立
案
計
画
し

て
居
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
適
当
な
非
常
勤
講
師
を
招
聰
す
る
た
め
に

は
旅
費
手
当
等
の
予
算
の
増
額
の
必
要
を
切
実
に
感
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
戸
ろ
点

文
部
当
局
の
考
慮
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
人
事
参
事
官
よ
り
国
立
大
学
長
に
対
す
る
通
知
は
、
格
式
の
上
か
ら
言
っ
て
も

甚
し
く
不
当
で
あ
り
ｎ
わ
れ
わ
れ
の
憤
激
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
立
大
学
長
宛

の
通
知
通
達
の
類
は
必
ず
大
臣
名
も
し
く
は
次
官
名
を
以
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
要

緒
方
大
学
学
術
局
長
（
写
）
田
中
人
事
参
事
官
（
写
）

６
７
８
の
要
望
書
意
見
書
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
年
十
二
月
九
日

付
国
大
協
庶
第
一
六
○
号
を
も
っ
て
、
進
藤
事
務
局
長
か
ら
各
国
立
大
学
長
宛
に
報

告
済
み
で
あ
り
ま
す
。

望
す
る
。

右
意
見
書
の
提
出
先

昭
和
一
一
一
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日

爵

松
永
文
部
大
臣
（
正
）
稲
田
事
務
次
官
（
正
木
）

国
立
大
学
協
会

会
長

殿

塾
謬

矢
内
原
忠
雄

以
上

松
山
学
長
殿
に
は
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
一
月
一
一
十
七
日
御
逝
去
、
二
月
四
日
大
学
葬
が

挙
行
さ
れ
た
。
当
協
会
と
し
て
は
茅
会
長
名
に
て
弔
電
を
、
森
戸
副
会
長
葬
儀
に
参

列
し
て
弔
辞
と
花
輪
を
さ
さ
げ
．
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

群
場
学
長
殿
に
は
、
昭
和
一
一
一
十
二
年
十
二
月
十
五
日
御
逝
去
、
十
一
一
月
二
十
一
日

大
学
葬
が
挙
行
さ
れ
た
、
会
長
未
定
の
折
柄
だ
っ
た
の
で
森
戸
副
会
長
名
に
て
弔
電

を
送
り
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

清
水
学
長
殿
に
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
一
月
三
十
日
御
逝
去
、
二
月
八
日
大
学
葬
が

挙
行
さ
れ
た
。
当
協
会
は
茅
会
長
名
に
て
弔
電
を
、
森
戸
副
会
長
葬
儀
に
参
列
弔
辞

と
花
輪
を
さ
さ
げ
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

１２
、

１１
、

１０
、

矢
内
原
前
会
長
の
後
任
と
し
て
茅
会
長
が
、
滝
川
前
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
の

後
任
と
し
て
蝋
山
委
員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
就
任
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
一
月
二
十
一
一
一
日
付
国
大
協
庶
第
一
六
五
号
を
も
っ
て
、
進
藤
事
務
局

長
よ
り
各
国
立
大
学
長
宛
通
知
済
み
で
あ
り
ま
す
。

９
、
会
長
及
び
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
当
選

山
ロ
大
学
長
松
山
基
範
殿
御
逝
去

岡
山
大
学
長
清
水
多
栄
殿
御
逝
去

弘
前
大
学
長
郡
場
寛
殿
御
逝
去

蕊

鯵

鰯

謬囹
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